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 協力隊後の生き方
〜派遣国とかかわり続ける〜

 派遣国の横顔
〜ソロモン〜
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一般
シニア

日系一般
	日系シニア

＝青年海外協力隊／海外協力隊
＝	シニア海外協力隊
＝	日系社会青年海外協力隊／日系社会海外協力隊
＝	日系社会シニア海外協力隊

■	合計
一般 シニア 日系一般 日系シニア 小計

派遣中
（男性／女性）

1,184
（497／687）

112
（85／27）

61
（22／39）

10
（5／5）

1,367
（609／758）

累計
（男性／女性）

45,776
（24,302／21,474）

6,553
（5,298／1,255）

1,542
（597／945）

547
（252／295）

54,418
（30,449／23,969）

■	アフリカ地域
国名 一般 シニア

ウガンダ 35 2
エスワティニ 1
エチオピア 12
ガーナ 45
ガボン 9 3
カメルーン 20 1
ケニア 30 3
ザンビア 39 5
ジブチ 8
ジンバブエ 8
セネガル 29 1
タンザニア 52 2
ナミビア 11
ベナン 26
ボツワナ 15
マダガスカル 24
マラウイ 16
南アフリカ共和国 4 3
モザンビーク 27 1
ルワンダ 27

国名 一般 シニア 日系一般日系シニア

アルゼンチン 13 5 4
エクアドル 22 2
エルサルバドル 13
キューバ 1
グアテマラ 15
コスタリカ 23 5
コロンビア 12 4
ジャマイカ 15 2
セントビンセント 3
セントルシア 6
ドミニカ共和国 26 3
ニカラグア 2
パナマ 13 2
パラグアイ 23 2 5 2
ブラジル 48 4
ベリーズ 12
ペルー 27 4
ボリビア 26
ホンジュラス 19
メキシコ 2 5

■	中南米地域
国名 一般 シニア

インド 18
インドネシア 10 1
ウズベキスタン 19 4
カンボジア 15 2
キルギス 21
タイ 15 4
中華人民共和国 5
ネパール 27 3
東ティモール 24
フィリピン 19 2
ブータン 13 4
ベトナム 20 6
マレーシア 13 5
ミャンマー 11
モルディブ 7
モンゴル 30
ラオス 31

■	アジア地域

■	欧州地域
国名 一般 シニア

セルビア 5 2

国名 一般 シニア

キリバス 1
サモア 13
ソロモン 15 1
トンガ 14
バヌアツ 17
パプアニューギニア 19 1
パラオ 7 5
フィジー 18 2
マーシャル 6 2
ミクロネシア 12 4

■	大洋州地域

国名 一般 シニア

エジプト 7
チュニジア 6
モロッコ 16 2
ヨルダン 33 1

■	中東地域

JICA海外協力隊
派遣現況

（2020年7月末現在、単位：人） ※新型コロナウイルスの感染拡大により、
派遣中隊員は全員一時帰国中です。

現在の派遣国数

72カ国
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ロゴタイプデザイン：（株）AND
レイアウト：（株）AND
印刷・製本：弘報印刷（株）

本誌は、JICA海外協力隊が活動・生活を円滑に行うための実
践的な情報、および帰国後の進路開拓や社会還元に関する有
益な情報を提供し、対象者に配布しています。

国際協子さん（ウガンダ・青少年活動・2019年度3次隊）
	 氏名	 派遣国	 職種	 隊次

　JICA海外協力隊の方 （々経験者を含む）については、
　次のように表記しています。

【凡例】

■職種別索引 掲載ページ
コミュニティ開発 4
バイオテクノロジー 6
養蜂 4
養殖 20
青少年活動 10
環境教育 8、24、30
陸上競技 26
ソフトボール 26
柔道 32
自転車競技 21
ラグビー 26
理科教育 14
小学校教育 16
作業療法士 12
理学療法士 18
障害児・者支援 36

■国別索引 掲載ページ
エクアドル 24
エチオピア 21
グアテマラ 30
コロンビア 20
ソロモン 6、8、18、36
タイ 12
ネパール 29
パナマ 4
バングラデシュ 16
ペルー 32
マレーシア 10
モザンビーク 4
モロッコ 36
ルワンダ 14

■出身都道府県別索引 掲載ページ
北海道 18
山形県 10
埼玉県 12
東京都 16
新潟県 24
神奈川県 20
静岡県 8、14、21
大阪府 30
兵庫県 6
福岡県 32

2020 OCT

Contents

	 18	 	“失敗”から学ぶ
	 	 さん（ソロモン・理学療法士・2017年度3次隊）

	 20	 希少職種図鑑
	 	 ▶養殖　 さん（コロンビア・2017年度1次隊）
	 	 ▶自転車競技　 さん（エチオピア・2017年度2次隊）

	 22	 JICA海外協力隊的プチテクガイド
	 	 改善の方法／論理的思考の向上「囲碁入門」／収入向上活動

	 24	 JICA	Volunteers’	Before	▶	After	〜人生を変えた2年間〜
	 	 水処理施設の運転管理者　 さん（エクアドル・環境教育・2014年度1次隊）

	 26	 帰国後よもやま話
	 	 スポーツ分野隊員篇

	 28	 Pick	Up	OB・OG会
	 	 ▶特定非営利活動法人都市計画・建築関連OVの会
	 	 ▶協力隊ネパール会

	 30	 先輩隊員のシューカツ記
	 	 公益財団法人太平洋人材交流センター職員　 さん（グアテマラ・環境教育・2015年度3次隊）

	 32	 JOCV	SPORTS	NEWS
	 34	 JICA海外協力隊のつぶやき
	 	 お題：「歯磨き」

	 35	 INFORMATION
	 36	 隊員めし
	 	 材料を切って蒸すだけ	モロッコの家庭料理「タジン鍋」

      派遣国の横顔
  〜ソロモン〜
 6	 農林水産　
	 	 さん（バイオテクノロジー・2017年度3次隊）

 8	 環境教育
	 	 さん（環境教育・2016年度4次隊）

 4	 JICA	Volunteers’	Reports
	 	 ▶任地で普及に努めた養蜂技術の動画を配信し、現地とのつながりを保つ（モザンビーク）
	 	 ▶パナマと日本のつながりを感じてほしい　日本人に向けたオンライン報告会の開催（パナマ）

	 	 	 特集

      協力隊後の生き方
  〜派遣国とかかわり続ける〜
 10	 　国際交流
	 	 さん（マレーシア・青少年活動・2015年度1次隊）

 12	 　国際協力　
	 	 さん（タイ・作業療法士・2015年度1次隊）

 14	 　ビジネス
	 	 さん（ルワンダ・理科教育・2015年度1次隊）

 16	 　ビジネス
	 	 さん（バングラデシュ・小学校教育・2014年度2次隊）

JICA海外協力隊の種類（呼称）は、「青年海外協力隊」
「海外協力隊」「シニア海外協力隊」「日系社会青年海
外協力隊」「日系社会海外協力隊」「日系社会シニア海
外協力隊」があります。特に明記されていない場合は「青
年海外協力隊」となります。
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J
I
C
A
海
外
協
力
隊
と
そ
の
経
験
者
に
よ
る

国
内
外
で
の
注
目
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

　

私
は
約
１
年
半
パ
ナ
マ
で
作
業
療
法
士
と
し

て
特
別
支
援
学
校
で
活
動
し
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
蔓
延
に
よ
る
状
況
悪
化
の
た
め

帰
国
し
ま
し
た
。
帰
国
直
前
の
こ
と
を
振
り
返

る
と
、
ま
さ
に
「
混
乱
」
で
あ
り
、
活
動
の
不
完

全
燃
焼
を
感
じ
、同
僚
・
友
人
に
き
ち
ん
と
あ
い

さ
つ
を
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
心
残
り
で
し
た
。

　

帰
国
後
、パ
ナ
マ
の
感
染
者
数
増
加
に
よ
る
外

出
禁
止
措
置
が
取
ら
れ
た
こ
と
を
知
り
、現
地
の

人
た
ち
が
や
り
た
い
こ
と
を
自
由
に
で
き
な
い

こ
と
で
、国
中
に
悲
し
み
が
広
が
っ
て
い
る
と
推

察
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
パ
ナ
マ
の
た
め
に
、
今
の

状
況
で
で
き
る
こ
と
を
考
え
、6※１
人
の
パ
ナ
マ
隊

員
で
「
オ
ン
ラ
イ
ン
報
告
会　

パ
ナ
マ
×

J
I
C
A
海
外
協
力
隊
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
し
ま
し
た
。

　

目
的
は
、
隊
員
や
隊
員
O
B
・
O
G
、

J
I
C
A
関
係
者
以
外
を
主
対
象
と
し
て
活
動

内
容
を
発
信
す
る
こ
と
で
、パ
ナ
マ
や
国
際
協
力

に
興
味
を
持
つ
人
を
増
や
し
、今
後
の
国
際
的
な

か
か
わ
り
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
考
え

ま
し
た
。
ま
た
、
パ
ナ
マ
の
方
た
ち
に
も
、
パ
ナ

マ
と
日
本
の
「
つ
な
が
り
」
を
感
じ
て
も
ら
い
、

元
気
を
与
え
る
企
画
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
活
動
報
告
、
パ※
２

ナ
マ
人
の
ミ
ゲ
ル
さ

ん
に
よ
る
パ
ナ
マ
や
教
育
制
度
の
紹
介
、

J
I
C
A
関
係
者
を
含
め
た
座
談
会
な
ど
を
設

け
ま
し
た
。
慣
れ
な
い
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
イ
ベ

ン
ト
の
た
め
、
正
確
に
「
想
い
」
を
伝
え
ら
れ
る

よ
う
な
構
成
・
内
容
に
な
る
よ
う
、
企
画
者
・

発
表
者
で
話
し
合
い
を
重
ね
ま
し
た
。

　

開
催
当
日
の
7
月
19
日
、
隊
員
や
隊
員
の

O
B
・
O
G
、
発
表
者
の
知
人
、
J
I
C
A
関
係

者
な
ど
約
80
人
に
対
し
、
ミ
ゲ
ル
さ
ん
と
発
表

者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を
含
め
、
発
表
を
行
い

ま
し
た
。

　

終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
進
行
・
内
容

と
も
に
良
く
、
パ
ナ
マ
や
国
際
協
力
に
つ
い
て

知
る
こ
と
が
で
き
た
」、「
自
分
に
と
っ
て
も
次

に
進
む
き
っ
か
け
に
な
っ
た
」
と
一
般
の
方
や

他
隊
員
の
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

後
、
パ
ナ
マ
の
人
た
ち
に
向
け
て
、
報
告
会
映
像

を
S 

N 

S
に
投
稿
す
る
予
定
で
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
語
源
が
「
自
ら
進
ん
で
す

る
」
を
意
味
す
る
よ
う
に
、
自
発
性
を
持
っ
て
行

動
に
移
し
、
責
任
を
持
っ
て
自
分
の
活
動
が
意

味
の
あ
る
こ
と
な
の
か
を
考
え
続
け
る
姿
勢
が
、

国
際
協
力
を
す
る
上
で
求
め
ら
れ
る
点
で
あ
る

と
私
は
思
い
ま
す
。
ま
た
、
距
離
が
離
れ
て
い
て

も
、
想
い
が
あ
れ
ば
国
際
協
力
は
で
き
る
と
い

う
新
た
な
可
能
性
も
同
時
に
感
じ
ま
し
た
。
私

は
J
I
C
A
海
外
協
力
隊
と
し
て
の
活
動
を
終

え
ま
し
た
が
、
今
後
は
一
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
人
々
の
た
め
に
何
が
で
き
る
の
か
、
常

に
考
え
て
行
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

6
月
21
日
、長
崎
県
に
あ
る
私
の
自
宅
に
長
岡

隊
員
、
倉
本
隊
員
、
栗
原
隊
員
が
集
ま
り
、
二
ホ

ン
ミ
ツ
バ
チ
の
重＊

箱
式
巣
箱
の
採
蜜
を
行
い
ま

し
た
。
6
月
上
旬
に
巣
箱
の
蜜
が
十
分
に
貯
ま

っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
お
け
る
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ

れ
、
感
染
状
況
も
一
旦
落
ち
着
い
た
頃
、
天
気
予

報
の
晴
れ
が
続
く
こ
の
日
に
決
行
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　

重
箱
式
巣
箱
の
養
蜂
技
術
は
、私
の
任
地
で
あ

る
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
・
イ
ニ
ャ
ン
バ
ネ
州
イ
ニ
ャ

リ
メ
郡
で
普
及
さ
せ
よ
う
と
努
め
て
い
た
も
の

で
す
。
し
か
し
、
現
地
の
天
候
不
順
と
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
一
時
帰
国
に
よ
り

不
十
分
な
ま
ま
で
し
た
。
現
地
で
の
活
動
が
で

き
な
い
現
状
で
、日
本
で
で
き
る
こ
と
を
模
索
し

て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
採
蜜
を
実
施
し
た
理
由
は
、私
と
同
じ

イ
ニ
ャ
ン
バ
ネ
州
で
活
動
し
て
い
た
長
岡
隊
員
、

倉
本
隊
員
に
重
箱
式
巣
箱
の
技
術
を
指
導
す
る

こ
と
で
、再
赴
任
ま
で
の
技
術
の
研け
ん

鑽さ
ん

に
な
る
と

考
え
た
か
ら
で
す
。
ま
た
、
国
連
世
界
食
糧
計
画

の
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
事
務
所
に
配
属
さ
れ
た
栗
原

隊
員
に
は
、養
蜂
や
ミ
ツ
バ
チ
に
つ
い
て
学
ん
で

も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
作
業
の
様
子
を
撮
影
し
、
動
画
を
任
地
の
同

僚
ら
に
見
て
も
ら
え
る
よ
う
に
と
考
え
ま
し
た
。

　

私
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
解
説
を
交
え
な
が
ら

長
岡
隊
員
、
倉
本
隊
員
と
共
に
作
業
し
、
栗
原
隊

員
が
ビ
デ
オ
撮
影
を
担
当
。
後
日
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

語
の
字
幕
や
B
G
M
を
入
れ
て
編
集
し
、動
画
の

後
半
で
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
に
向
け
た
私
た
ち
4
人

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

そ
の
理
由
は
、日
本
の
養
蜂
技
術
の
紹
介
だ
け
で

な
く
、動
画
が
私
た
ち
隊
員
と
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の

同
僚
ら
と
の
つ
な
が
り
を
保
つ
た
め
の
一
助
と

な
っ
て
ほ
し
か
っ
た
か
ら
で
す
。

　

動
画
をY

ouT
ube

で
公
開
後
、現
地
の
配
属

先
長
か
ら
は
「
こ
の
技
術
を
イ
ニ
ャ
ン
バ
ネ
で

伝
え
て
く
れ
る
日
を
待
っ
て
い
る
」
と
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
動
画
が
任
地

と
日
本
を
つ
な
ぐ
役
割
を
果
た
し
た
と
実
感
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
私
た
ち
が
日
本
で
元
気
に

し
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
っ
た
は
ず
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
現

地
で
の
活
動
が
で
き
な
い
今
、大
切
な
の
は
つ
な

が
り
を
途
絶
え
さ
せ
な
い
こ
と
で
す
。
S
N
S

やY
ouT

ube

が
普
及
し
た
現
代
だ
か
ら
こ
そ
、

離
れ
て
い
て
も
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

い
つ
に
な
っ
た
ら
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
に
帰
れ
る

の
か
…
…
、
先
が
見
え
な
い
不
安
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
嘆
く
ば
か
り
で
は
何
も
起
こ
り
ま
せ
ん
。

小
さ
く
て
も
で
き
る
こ
と
を
見
出
し
、任
地
と
の

つ
な
が
り
を
保
つ
。
そ
ん
な
日
々
の
先
に
仲
間

た
ち
と
の
再
会
が
あ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

Mozambique 
Japan

任地で普及に努めた養蜂技術の
動画を配信し、現地とのつながりを保つ

J
IC

A
 V

o
lu

n
teers' R

ep
o
rts

ニホンミツバチの巣箱を開ける谷口さん（右）

報告会で話し合う、企画者、発表者、ミゲルさん。隊員の職種は、作業療法士、栄養士、
小学校教育、理科教育、コミュニティ開発など

文・実施者 ＝ さん（モザンビーク・養蜂・2018年度2次隊）
実施者 ＝ さん（コミュニティ開発・2019年度2次隊）、倉

くら

本
もと

衣
い

織
おり

さん（コミュニティ開発・2019年度2次隊）、
　　　　  さん（コミュニティ開発・2019年度2次隊）、派遣国はすべてモザンビーク

パナマと日本のつながりを感じてほしい
日本人に向けたオンライン報告会の開催
文 ＝ さん（パナマ・作業療法士・2018年度2次隊）

動画配信の流れ

〈3月下旬〉
巣箱への入居

一時帰国中に二ホンミツバ
チが巣箱に入居。

〈6月上旬〉
採蜜の日程決

め

蜜が充分に貯まったことを
確認し、採蜜の日取りを調
整。

〈6月21日〉
採蜜・撮影

早朝に採蜜。作業の様子を
撮影。

〈7月3日〉
動画公開

編集後、YouTubeへアップ
ロード。

開催の流れ

〈5週間前〉
企画

パナマ隊員6人で、イベント
を企画。

〈4週間前〉
会議

企画書をもとに、JICAパナ
マ事務所員と話し合い、意
見交換を実施。

〈3週間前〉
詳細決定

発表者・発表内容・オンラ
インツールの詳細、広報方
法を決定。

〈2週間前〉
広報開始

SNSやイベントサイトを用い
てイベントの広報を開始。

〈1週間前〉
リハーサル

発表者、JICA関係者ととも
にリハーサルを実施。

〈１週間後〉
振り返り会

企画者、JICA関係者でア
ンケート結果を共有し、振
り返りを行った。

Como é que se Colhe o Mel na Caixa Japonesa
二ホンミツバチの採蜜～ポルトガル語ver～
動画URL
https://youtu.be/ladu0nvxVH4

パナマ紹介のスライド。基本情報、文化に加え、パナマで有名
な「パナマ運河」も紹介。比較的裕福な国であるパナマになぜ
隊員が派遣されているのかという切り口から、パナマの背景・
教育システムを紹介し、活動報告を行った

※１ 企画者・発表者＝ 隊員、 隊員 （栄養士 ・2018年度2次隊）、 隊員 （小学校教育・2019年度1次隊）　発表者＝ 隊員 （コミュニティ開発・2017年度2次隊）、 隊員 （コミュニティ開発・
2018年度1次隊）、 隊員 （理科教育・2019年度1次隊）　※2 さん。パナマ隊員のカウンターパートの経験を経て、日本に興味を持ち、現在は弘前大学大学院にて日本の教育システムについて学んでいる。

＊重箱式巣箱…ニホンミツバチの主流な養蜂技術で、重箱のようにいくつかの箱を重ね、上に蓋をした巣箱。セイヨウミツバチの養蜂では、巣の枠をあらかじめ入れておくラングストロス式巣箱がよく使われている。

Panama
Japan
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プ
ラ
ズ
マ
病
の
感
染
診
断
が
で
き
る
よ
う
支
援
す
る

こ
と
が
、栁
田
さ
ん
の
主
要
な
活
動
と
な
っ
た
。

　

最
初
に
行
っ
た
の
は
、
フ
ァ
イ
ト
プ
ラ
ズ
マ
の

D
N
A
を
増
幅
さ
せ
る
方
法
の
選
択
だ
。配
属
先
に

は
「
P
ピ
ー
シ
ー
ア
ー
ル

C
R
法
」と
い
う
増
幅
方
法
の
た
め
の
機
材

が
導
入
さ
れ
て
い
た
が
、分
子
生
物
学
の
専
門
性
を

持
た
な
い
人
に
は
作
業
が
難
し
い
方
法
だ
っ
た
。替

わ
る
方
法
と
し
て
検
討
し
た
の
は
、日
本
の
企
業
が

開
発
し
た
「
Lラ
ン

プ

A
M
P
法
」
と
い
う
増
幅
方
法
だ
。

P
C
R
法
よ
り
も
作
業
が
簡
易
で
、1
回
分
の
検
査

に
必
要
な
試
薬
や
機
材
が
す
べ
て
セ
ッ
ト
に
な
っ
て

い
る
キ
ッ
ト
も
、や
は
り
日
本
の
企
業
に
よ
り
製
造
・

販
売
さ
れ
て
い
た
。そ
の
キ
ッ
ト
に
関
す
る
情
報
を

く
れ
た
の
は
、農
業
試
験
部
の
部
長
だ
。数
年
前
に
農

業
畜
産
省
で
共
同
研
究
を
し
た
日
本
人
の
専
門
家
か

ら
、キ
ッ
ト
の
存
在
を
教
え
ら
れ
た
と
の
話
だ
っ
た
。

　
メ
ー
カ
ー
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、そ
の
キ
ッ

ト
に
は
決
定
的
な
利
点
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

D
N
A
を
扱
う
検
査
の
試
薬
は
通
常
、劣
化
を
避
け

ニ
ア
で
爆
発
的
に
広
が
っ
た
「
フ
ァ
イ
ト
プ
ラ
ズ
マ

病
」と
い
う
病
害
が
ソ
ロ
モ
ン
で
も
出
始
め
た
時
期
。

フ
ァ
イ
ト
プ
ラ
ズ
マ
と
い
う
細
菌
が
病
原
体
の
伝
染

性
の
病
害
で
、感
染
す
る
植
物
は
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、ソ

ロ
モ
ン
で
は
バ
ナ
ナ
が
感
染
し
、枯
れ
て
し
ま
う
例

が
出
て
い
た
。症
例
は
い
ず
れ
も
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
に
近
い
西
端
の
エ
リ
ア
の
バ
ナ
ナ
だ
っ
た
。

　
伝
染
性
の
病
害
が
い
っ
た
ん
島
に
入
れ
ば
、す
ぐ

さ
ま
感
染
が
拡
大
し
て
し
ま
う
。対
策
で
重
要
な
の

は
、感
染
の
お
そ
れ
が
あ
る
植
物
を
採
取
し
て
感
染

の
有
無
を
確
か
め
、感
染
し
て
い
た
ら
そ
の
個
体
を

処
分
す
る
と
い
う
作
業
を
な
る
べ
く
早
期
に
進
め
る

こ
と
だ
。と
こ
ろ
が
、栁
田
さ
ん
の
着
任
当
時
、フ
ァ

イ
ト
プ
ラ
ズ
マ
病
の
感
染
の
診
断
が
で
き
る
人
材
が

国
内
に
い
な
か
っ
た
。
感
染
拡
大
を
ソ
ロ
モ
ン
の

人
々
が
知
っ
た
の
も
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
検
疫
官

が
自
国
の
対
策
の
た
め
に
ソ
ロ
モ
ン
で
バ
ナ
ナ
を
採

取
し
、診
断
結
果
を
論
文
で
発
表
し
た
か
ら
だ
っ
た
。

そ
う
し
て
、バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
室
で
フ
ァ
イ
ト

い
だ
っ
た
が
、ど
の
よ
う
な
機
器
や
消
耗
品
を
揃
え

れ
ば
良
い
の
か
が
わ
か
る
人
が
い
な
か
っ
た
た
め
、

栁
田
さ
ん
の
着
任
時
に
は
実
験
棟
は
「
空
っ
ぽ
」だ

っ
た
。そ
こ
で
栁
田
さ
ん
は
、そ
の
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
も

支
援
。導
入
す
る
機
器
や
消
耗
品
の
選
定
を
担
っ
た
。

着
任
1
年
後
に
は
あ
る
程
度
の
環
境
が
整
い
、農
業

畜
産
省
以
外
の
省
庁
に
も
、無
菌
操
作
が
必
要
な
実

験
を
す
る
際
に
は
貸
し
出
す
よ
う
に
な
っ
た
。

　
実
験
棟
が
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
浮
か
び
上

が
っ
て
き
た
の
は
、「
利
用
方
法
」に
関
す
る
問
題
だ
。

1
つ
は
、実
験
で
出
る
危
険
な
廃
液
や
ゴ
ミ
の
処
理

に
関
す
る
問
題
。同
国
に
は
規
制
す
る
法
律
も
、処
理

を
請
け
負
う
業
者
も
存
在
し
な
い
。そ
の
た
め
、当
初

は
戸
外
に
安
易
に
垂
れ
流
し
た
り
、ほ
か
の
ゴ
ミ
と

一
緒
に
土
に
埋
め
た
り
し
て
し
ま
う
よ
う
な
状
態
だ

っ
た
。も
う
1
つ
の
問
題
は
、実
験
棟
の
中
の
清
潔
さ

に
関
す
る
も
の
。
D
N
A
な
ど
を
扱
う
実
験
で
は
、

「
汚
れ
」や
「
ほ
こ
り
」が
大
敵
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、同
僚
た
ち
は
素
足
で
外
を
歩
き
、そ
の
ま
ま
実

験
室
に
入
っ
て
し
ま
う
の
だ
っ
た
。栁
田
さ
ん
は
こ

れ
ら
を
農
業
試
験
部
の
部
長
に
進
言
し
た
。す
る
と
、

栁
田
さ
ん
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
仰
ぎ
な
が
ら
、部
長
自

身
が
実
験
棟
の
使
い
方
に
関
す
る
ル
ー
ル
を
作
成
。

遵
守
が
図
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
だ
っ
た
。

る
た
め
に
冷
凍
状
態
で
輸
送
、保
管
す
る
こ
と
が
必

要
だ
が
、目
当
て
の
キ
ッ
ト
の
試
薬
は
す
べ
て
乾
燥

さ
せ
た
も
の
で
あ
り
、常
温
で
の
輸
送
、保
管
が
可
能

だ
っ
た
。輸
送
に
か
か
る
コ
ス
ト
が
低
く
抑
え
ら
れ

る
点
、あ
る
い
は
電
力
が
不
安
定
な
な
か
で
冷
凍
庫

の
電
源
を
確
保
し
続
け
る
必
要
が
な
い
点
な
ど
か

ら
、ソ
ロ
モ
ン
で
導
入
す
る
の
に
は
好
都
合
だ
っ
た
。

　
キ
ッ
ト
の
そ
う
し
た
利
点
を
知
り
、農
業
試
験
部

の
部
長
も
導
入
を
了
承
。
栁
田
さ
ん
の
任
期
中
に

1
0
0
サ
ン
プ
ル
の
診
断
が
で
き
る
量
の
キ
ッ
ト
を

部
の
予
算
で
輸
入
し
、同
僚
た
ち
と
共
に
ジ
ャ
ン
グ

ル
で
バ
ナ
ナ
を
採
取
し
て
き
て
は
、配
属
先
で
診
断

す
る
と
い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
た
。分
子
レ
ベ
ル
の

も
の
を
扱
う
こ
と
に
慣
れ
て
い
な
い
同
僚
た
ち
は
、

「
私
は
農
作
物
を
い
じ
っ
て
い
る
ほ
う
が
好
き
」な
ど

と
抵
抗
感
を
示
し
た
が
、栁
田
さ
ん
は
自
ら
や
っ
て

み
せ
な
が
ら
「
大
丈
夫
だ
」と
鼓
舞
。
や
が
て
彼
ら

だ
け
で
こ
な
せ
る
ま
で
に
な
っ
た
。

実
験
棟
の
整
備
に
も
尽
力

　
農
業
試
験
部
は
、栁
田
さ
ん
の
着
任
の
直
前
に
新

し
い
実
験
棟
を
完
成
さ
せ
て
い
た
。無
菌
操
作
が
必

要
な
実
験
が
で
き
る
国
内
で
唯
一
の
施
設
と
す
る
狙

❶新設の実験棟で同僚たちにLAMP法のやり方を指導する栁田さん
❷❸ファイトプラズマ病の感染状況を調べるため、ジャングルでバナナの葉を採取する栁田さんの同僚
❹栁田さんの任期中、ソロモンではヤシ類を枯らす害虫のカブトムシが問題になっていたことから、駆除に有効なウイルスを見
つけるための実験にも取り組んだ

　
栁
田
さ
ん
が
派
遣
さ
れ
た
の
は
、ソ
ロ
モ
ン
農
業

畜
産
省
農
業
試
験
部
。農
作
物
の
病＊

１

虫
害
対
策
や
生

産
性
向
上
な
ど
に
関
す
る
実
験
を
担
当
す
る
機
関

だ
。
配
属
部
署
は
バ＊

２

イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
室
。
病
害

へ
の
感
染
の
診
断
は
、病
原
体
に
固
有
の
D
N
A
だ

け
を
増
幅
さ
せ
、そ
の
存
在
が
検
出
で
き
る
よ
う
に

す
る
方
法
が
一
般
的
で
あ
る
。同
室
は
、バ
イ
オ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
を
農
業
に
活
用
す
る
そ
う
し
た
業
務
を
担

当
す
る
部
署
だ
っ
た
。設
置
は
栁
田
さ
ん
の
着
任
の

直
前
。同
僚
は
2
人
配
属
さ
れ
て
い
た
が
、い
ず
れ
も

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
扱
う
の
に
必
要
な
分＊

３

子
生

物
学
の
専
門
性
を
持
っ
て
お
ら
ず
、栁
田
さ
ん
に
求

め
ら
れ
て
い
た
の
は
、彼
ら
へ
の
技
術
支
援
だ
っ
た
。

簡
易
な
検
査
方
法
を
導
入

　
ソ
ロ
モ
ン
は
、長
さ
が
1
0
0
〜
2
0
0
キ
ロ
ほ

ど
の
細
長
い
6
つ
の
主
要
島
と
、約
1
0
0
0
に
の

ぼ
る
火
山
島
や
珊
瑚
島
か
ら
な
る
国
。島
国
は
本
来
、

海
が
防
壁
と
な
る
た
め
、農
作
物
の
病
虫
害
の
侵
入

は
防
ぎ
や
す
い
は
ず
だ
が
、同
国
に
は
も
ろ
さ
が
あ

っ
た
。西
端
の
有
人
島
の
わ
ず
か
10
キ
ロ
先
に
は
隣

国
・
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
島
が
あ
る
。そ
の
間

を
小
さ
な
船
が
行
き
来
し
、パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

の
農
作
物
が
検
疫
を
受
け
る
こ
と
な
く
ソ
ロ
モ
ン
に

入
っ
て
し
ま
う
の
だ
。

　
栁
田
さ
ん
が
赴
任
し
た
の
は
、パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ

JICA海外協力隊の派遣国ごと
に、それぞれの代表的な職種・
分野の活動例を、任地の文化
や様子と共に紹介します。

ソ モロ ン

さん
（︎バイオテクノロジー・2017年度3次隊）

■ PROFILE
1980年生まれ、兵庫県出身。神戸大学大
学院自然科学研究科修士課程を修了後、バ
イオテクノロジーに関する事業を手がけるベン
チャー企業や食品会社の研究職を経て、
2018年1月に青年海外協力隊員としてソロモ
ンに赴任。20年1月に帰国。

■ 活動概要
ソロモン農業畜産省農業試験部（首都ホニア
ラ）に配属され、主に以下の活動に従事。
●農作物の病虫害への対策の支援
●新設された実験棟のセットアップ支援

Field1
農林水産

農
作
物
の
病
虫
害
に

国
が
自
力
で
対
処
で
き
る
よ
う

検
査
体
制
を
確
立

ソ
ロ
モ
ン
政
府
の
農
業
部
門
に
新
設
さ
れ
た
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
専
門
の
部
署
に
配
属

さ
れ
た
栁
田
さ
ん
。
着
任
当
時
、
農
作
物
の
病
害
へ
の
感
染
を
診
断
で
き
る
人
材
が
い
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
育
成
に
取
り
組
ん
だ
。

任地ひと口メモ

〈ホニアラ〉

＊1 病虫害…病原体による農作物の被害（病害）と、害虫による農作物の被害（虫害）。
＊2 バイオテクノロジー…生物が持つ働きを人間の生活のために活用する技術。
＊3 分子生物学…生体を構成する分子のレベルで生命現象を解明する学問。

ソロモンの重要な換金作物の1つであるアブラヤシの広大な
プランテーション

右：浸水や虫の侵入を避けるため、家は高床式が一般的だ
左：道端で出されているココナツジュースの店

❶

❸

❹

❷



た
。
そ
の
成
因
は
「
協
力
者
」の
獲
得
に
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
と
考
え
た
清
水
さ
ん
は
、「
便
乗
商
法
」を
脱

し
よ
う
と
決
意
。ボ
ー
ト
を
使
わ
ず
に
行
け
る
近
所

の
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
に
こ
ま
め
に
足
を
運
び
、そ
こ

で
住
民
と
の
つ
な
が
り
を
広
げ
、何
か
し
ら
の
活
動

を
展
開
し
よ
う
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
目
を
向
け
た
も
う
1
つ
の
「
外
」は
、「
盗
め
る
も

の
が
あ
れ
ば
盗
ん
で
帰
り
た
い
」と
い
う
思
い
で
訪

れ
た
隣
国
の
バ
ヌ
ア
ツ
だ
。同
国
で
活
動
す
る
環
境

教
育
隊
員
に
依
頼
し
、活
動
現
場
や
ゴ
ミ
処
理
場
な

ど
を
見
学
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。そ
の
滞
在
中
に
、ジ
ュ

ー
ス
の
瓶
の
破
片
で
つ
く
っ
た
ネ
ッ
ク
レ
ス
が
土
産

物
店
で
売
ら
れ
て
い
る
の
を
目
に
す
る
。デ
ザ
イ
ン

が
魅
力
的
で
、「
売
れ
る
は
ず
」と
直
感
し
た
。

　
以
上
の
2
つ
の
刺
激
か
ら
、清
水
さ
ん
が
任
期
の

半
ば
過
ぎ
に
新
た
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
た
の
は
、

ゴ
ミ
を
再
利
用
し
た
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
つ
く
り
、徒

歩
で
行
け
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
で
買
い
物
客
に
販
売

す
る
活
動
だ
。素
材
と
し
て
選
択
し
た
の
は
「
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
」。首
都
に
は
資
源
ゴ
ミ
と
し
て
有
料
で
買

4
0
0
個
あ
ま
り
の
ピ
ア
ス
が
完
売

　
状
況
が
好
転
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、「
活

動
の
滞
り
を
打
開
し
た
い
」と
藁
に
も
す
が
る
思
い

で「
外
」に
目
を
向
け
た
こ
と
だ
っ
た
。そ
の
1
つ
が
、

環
境
教
育
隊
員
た
ち
に
よ
る
「
分
科
会
活
動
」で
あ

る
。当
時
、ソ
ロ
モ
ン
で
は
複
数
の
環
境
教
育
隊
員
が

活
動
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、情
報
や
ア
イ
デ
ア
を
交

換
し
合
う
こ
と
を
彼
ら
に
提
案
し
た
と
こ
ろ
、受
け

入
れ
て
も
ら
え
た
。開
い
た
分
科
会
で
は
、「
任
地
」「
配

属
先
」「
自
分
自
身
」「
協
力
者
」の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ

い
て
状
況
を
整
理
す
る
分
析
シ
ー
ト
に
各
隊
員
が
記

入
し
た
う
え
で
、そ
れ
を
も
と
に
以
後
の
活
動
に
関

す
る
意
見
を
交
換
。す
る
と
、シ
ー
ト
の
記
載
に
は
1

人
だ
け
突
出
し
た
違
い
が
あ
っ
た
。「
協
力
者
」の
欄

に
書
か
れ
た
人
や
団
体
の
数
が
、ず
ば
抜
け
て
多
か

っ
た
の
だ
。そ
の
隊
員
は
ゴ
ミ
に
関
す
る
啓
発
の
一

環
と
し
て
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
を
再
利
用
し
て
ポ

ー
チ
を
つ
く
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
、そ
れ
が

う
ま
く
回
っ
て
い
る
こ
と
は
清
水
さ
ん
も
知
っ
て
い

　
そ
う
し
て
任
期
中
に
製
作
、販
売
し
た
ピ
ア
ス
は

4
0
0
個
あ
ま
り
に
の
ぼ
る
。価
格
は
左
右
の
ぺ
ア

を
70
〜
1
5
0
円
程
度
に
設
定
。そ
の
売
り
上
げ
で

啓
発
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
ほ
か
、小
さ
な
ゴ
ミ
か

ご
を
約
70
個
購
入
し
、任
地
の
小
学
校
11
校
と
幼
稚

園
2
園
に
寄
贈
し
た
。従
来
、数
百
人
の
児
童
が
い
る

よ
う
な
学
校
で
も
校
内
に
は
大
き
な
ゴ
ミ
箱
が
1
つ

し
か
な
く
、教
室
の
窓
か
ら
外
に
ゴ
ミ
を
ポ
イ
捨
て

し
て
い
る
よ
う
な
状
態
だ
っ
た
か
ら
だ
。こ
の
寄
贈

の
話
題
は
地
元
の
新
聞
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

　
あ
る
と
き
、清
水
さ
ん
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
い
つ
も

の
よ
う
に
ピ
ア
ス
を
売
っ
て
い
る
と
、常
連
客
が
友

人
を
連
れ
て
や
っ
て
来
た
。「
こ
の
ピ
ア
ス
の
素
材

は
何
？
」と
尋
ね
る
友
人
に
対
し
、常
連
客
は
「
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
よ
。こ
の
日
本
人
女
性
は
ゴ
ミ
の
問
題
を

解
決
す
る
た
め
の
活
動
を
し
て
い
る
の
」と
、清
水
さ

ん
が
伝
え
た
い
こ
と
を
代
弁
。ピ
ア
ス
の
販
売
を
通

じ
て
、住
民
に
意
識
の
変
化
を
生
む
こ
と
が
で
き
て

い
る
の
だ
と
確
認
で
き
た
瞬
間
だ
っ
た
。
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い
取
る
業
者
も
あ
っ
た
が
、ア
ル
ミ
缶
や
ビ
ン
と
比

べ
て
買
い
取
り
価
格
が
低
い
た
め
、分
別
回
収
は
進

ん
で
お
ら
ず
、ポ
イ
捨
て
が
多
か
っ
た
。

　

製
作
し
た
の
は
「
ピ
ア
ス
」だ
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

を
同
じ
サ
イ
ズ
に
切
り
分
け
て
、ア
ク
リ
ル
絵
の
具

で
柄
を
描
き
、マ
ニ
ュ
キ
ュ
ア
で
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
す

る
。そ
う
し
て
製
作
し
た
ピ
ア
ス
を
マ
ー
ケ
ッ
ト
に

持
ち
込
ん
で
は
、ひ
と
休
み
し
て
い
る
買
い
物
客
な

ど
に
勧
め
て
み
た
。す
る
と
、す
ぐ
さ
ま
買
い
手
は
広

が
っ
た
。買
っ
た
人
は
た
い
て
い
、そ
の
場
で
耳
に
付

け
る
。す
る
と
そ
れ
が
広
告
塔
と
な
り
、「
私
も
あ
の

ピ
ア
ス
を
買
い
た
い
」と
清
水
さ
ん
の
も
と
を
訪
ね

て
く
る
人
が
次
々
に
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。

清
水
さ
ん
の
任
地
で
売
ら
れ
て
い
る
の
は
シ
ン
プ
ル

な
輸
入
品
ば
か
り
だ
っ
た
た
め
、清
水
さ
ん
の
デ
ザ

イ
ン
は
目
新
し
く
、受
け
入
れ
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。ピ

ア
ス
を
売
る
際
、清
水
さ
ん
は
「
こ
れ
は
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
を
再
利
用
し
て
つ
く
っ
た
も
の
で
す
。ゴ
ミ
は

生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」と
伝
え
た
。

さん
（︎環境教育・2016年度4次隊）

■ PROFILE
1987年生まれ、静岡県出身。保険や雑誌
広告の営業職を経て、2017年3月、青年海
外協力隊員としてソロモンに赴任。19年3月
に帰国。

■ 活動概要
イザベル州政府の環境保全課（同州ブアラ）
に配属され、ゴミに関する主に以下の活動に
従事。
●3Rについて伝える講習の実施
●ペットボトルやプラスチックゴミを再利用した
雑貨の製作・販売による3Rの啓発

Field2
環境教育

　
清
水
さ
ん
の
配
属
先
は
、首
都
か
ら
プ
ロ
ペ
ラ
機

で
40
分
ほ
ど
の
距
離
に
あ
る
イ
ザ
ベ
ル
州
の
州
政
府

環
境
保
全
課
。自
然
環
境
の
保
護
、ゴ
ミ
の
管
理
、環

境
に
関
す
る
住
民
へ
の
啓
発
な
ど
を
所
管
す
る
部
署

だ
。唯
一
の
同
僚
の
専
門
は
、自
然
環
境
の
保
護
な
ど

「
グ
リ
ー
ン
系
」と
呼
ば
れ
る
領
域
。同
州
は
ウ
ミ
ガ

メ
の
産
卵
場
所
が
あ
る
自
然
保
護
区
を
有
し
て
お

り
、彼
は
そ
の
管
理
な
ど
で
手
一
杯
だ
っ
た
。そ
う
し

た
な
か
で
清
水
さ
ん
に
期
待
さ
れ
て
い
た
の
は
、

3＊
R
の
推
進
な
ど
「
ブ
ラ
ウ
ン
系
」と
呼
ば
れ
る
領

域
に
関
す
る
啓
発
活
動
の
活
性
化
だ
。

任
期
前
半
は
「
便
乗
商
法
」

　
配
属
先
の
庁
舎
や
清
水
さ
ん
の
住
ま
い
が
あ
っ
た

の
は
、州
都
ブ
ア
ラ
。長
さ
が
1
5
0
キ
ロ
ほ
ど
の
細

長
い
サ
ン
タ
イ
ザ
ベ
ル
島
に
位
置
し
て
い
た
。道
路

網
の
整
備
が
進
ん
で
お
ら
ず
、島
内
の
他
地
域
に
行

く
の
に
も
ボ
ー
ト
を
使
う
の
が
通
常
だ
っ
た
。し
か

し
、配
属
先
に
は
当
時
、ほ
と
ん
ど
予
算
が
な
か
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、ガ
ソ
リ
ン
代
が
他
州
に
比
べ
て

も
高
く
、1
リ
ッ
ト
ル
あ
た
り
3
0
0
円
近
く
に
の

ぼ
っ
た
。そ
の
た
め
、ボ
ー
ト
を
利
用
す
る
の
は
複
数

の
職
員
で
出
張
す
る
際
に
限
ら
れ
、啓
発
活
動
の
た

め
に
清
水
さ
ん
が
単
独
で
利
用
す
る
こ
と
な
ど
は
で

き
な
か
っ
た
。

　

そ
う
し
た
な
か
で
清
水
さ
ん
は
、
任
期
の
前
半
、

「
他
部
署
が
出
張
で
ボ
ー
ト
を
使
う
際
に
便
乗
さ
せ

て
も
ら
う
」と
い
う
方
法
で
州
内
各
地
を
回
り
、ゴ
ミ

に
関
す
る
講
習
会
を
開
い
た
。日
頃
か
ら
、休
憩
時
間

な
ど
を
利
用
し
て
他
部
署
を
訪
ね
て
は
、「
今
、ど
の

よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
る
の
で
す
か
？
」な
ど
と
探

り
を
入
れ
る
。「
先
週
は
う
ち
の
部
署
で
●
●
に
出

張
に
行
っ
た
」な
ど
と
聞
く
と
、「
私
も
行
き
た
か
っ

た
で
す
」
と
ア
ピ
ー
ル
。
す
る
と
次
第
に
、「
来
週
、

う
ち
の
部
署
で
出
張
に
行
く
け
れ
ど
、
一
緒
に
行

く
？
」と
誘
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　
例
え
ば
、女
性
支
援
を
行
う
部
署
の
出
張
に
同
行

し
た
ら
、集
ま
っ
た
支
援
対
象
の
女
性
た
ち
を
相
手

に
、風
呂
敷
包
み
の
仕
方
や
エ
コ
バ
ッ
グ
の
つ
く
り

方
の
講
習
を
行
う
。観
光
に
関
す
る
事
業
を
行
う
部

署
に
よ
る
ク
ル
ー
ズ
船
の
停
泊
予
定
地
へ
の
出
張
に

同
行
し
た
ら
、「
外
国
の
人
に
良
い
印
象
を
持
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
、ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
や
は
め
ま
し
ょ

う
」と
呼
び
か
け
る
講
習
を
行
う
。
そ
ん
な
「
便
乗

商
法
」を
続
け
た
が
、他
部
署
の
出
張
は
頻
繁
に
あ
る

わ
け
で
は
な
く
、暇
を
持
て
余
す
時
間
も
多
か
っ
た
。

そ
ん
な
と
き
は
、徒
歩
で
行
け
る
地
域
に
出
向
い
て

ゴ
ミ
拾
い
に
勤
し
ん
だ
が
、「
協
力
隊
ら
し
い
活
動

が
で
き
て
い
な
い
」と
の
悩
み
は
深
ま
っ
て
い
っ
た
。

マーケットで清水さんのペットボトル製ピアスに興味を示す買い物客❶清水さんが製作・販売したペットボトル製ピアス
❷ピアスの売り上げで寄贈したゴミかごを使い、校内でゴミ拾いをする子どもたち
❸清水さんはプラスチックゴミを再利用してポーチをつくる方法をマーケットの買い物
客に伝える活動にも取り組んだ

ゴ
ミ
に
関
す
る
啓
発
を
目
的
に

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
製
の
ピ
ア
ス
を

製
作
・
販
売

ゴ
ミ
に
対
す
る
住
民
の
意
識
の
向
上
を
目
的
と
し
た
活
動
に
取
り
組
ん
だ
清
水
さ
ん
。
活

動
の
ヒ
ン
ト
を
「
外
」
に
求
め
た
と
こ
ろ
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
ピ
ア
ス
を
製
作
し
、
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
買
い
物
客
に
販
売
す
る
活
動
な
ど
へ
と
幅
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

任地ひと口メモ

〈イザベル州〉

州都ブアラがある主島の船着場。同島から首都へはプロペラ
機で約40分、船ならその規模により8 ～24時間ほどかかる

右：現地の祭りで古来の民族衣装をまとった住民と
左：イザベル州政府が出張で使うために持つモーターボート

＊ 3R…ゴミの減量（Reduce）、再利用（Reuse）、再資源化（Recycle）により、環境への負荷を抑えること。

❶
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サラワク州立図書館に配属され、Aさんが所属していたボラン
ティアセンターなどと協力しながら、利用者の増加を目的に日本
文化を紹介するイベントの開催などに取り組んだ。写真は、配属
先でマレーシアの伝統的な刺繍のワークショップを開催した際
の講師（中央右の2人）と参加者たち。「刺繍を教えてほしい人」と

「教えたい人」をマッチングさせたことで実現した。刺繍の練習を
重ねた参加者（中央）は、高水準の作品をつくり出すようになり、
新聞でも取り上げられた。「彼らは、帰国後も手工芸について情
報交換をする生涯学習の仲間となりました」（中鉢さん）。

上：Aさん（右）が「カワン」の活動の可能性を探るために福島に
来たときのひとコマ。「ぶっくしまふくしま」のイベントに参加
し、マレー語で紙芝居を披露したり、マレーシアの遊びを通し
て子どもたちと触れ合ったりした。子どもたちには、垣根を感
じないでAさんに接する姿が見られた

下：福島で絵画のワークショップを行ったマレーシアのアーティ
スト（右から2人目）と、参加した住民たち

帰国後

協力隊

な
の
だ
」と
実
感
す
る
こ
と
だ
と
い
う
の
が
、私

が
協
力
隊
経
験
で
得
た
理
解
で
す
。
そ
の
点
で

「
カ
ワ
ン
」の
活
動
は
、同
じ
マ
レ
ー
シ
ア
人
で

も
「
多
様
性
」が
あ
る
こ
と
を
実
感
し
て
も
ら

う
こ
と
が
で
き
て
お
り
、そ
れ
が
存
在
意
義
の

1
つ
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
マ
レ
ー
シ
ア
が
多

民
族
国
家
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
す
が
、A

さ
ん
を
含
め
、こ
れ
ま
で
「
カ
ワ
ン
」の
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
福
島
に
来
た
4
人
の
マ
レ
ー
シ
ア
人

は
、「
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
マ
レ
ー
系
」「
英
語
を

話
す
中
華
系
」「
中
国
語
を
話
す
中
華
系
」な
ど

さ
ま
ざ
ま
で
す
。そ
の
た
め
、複
数
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
参
加
し
た
福
島
の
方
か
ら
、「
自
分
は
4

人
の
子
ど
も
が
い
て
、個
性
は
そ
れ
ぞ
れ
な
の

だ
け
れ
ど
も
、マ
レ
ー
シ
ア
人
も
同
じ
よ
う
に

ひ
と
り
ひ
と
り
違
う
の
で
す
ね
」と
い
っ
た
感

想
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。他
方
、コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
だ
っ
た
り
、対
人

不
安
な
ど
の
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
人
た
ち
の

居
場
所
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
メ
ン
バ
ー

は
、「『
カ
ワ
ン
』
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
き
っ
か
け

の
高
校
で
、帰
国
後
に
夫
の
仕
事
の
都
合
で
初

め
て
福
島
県
で
暮
ら
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

当
初
、福
島
は
寝
に
帰
る
だ
け
の
場
所
だ
っ
た

の
で
す
が
、子
ど
も
が
生
ま
れ
、育
児
休
暇
に
入

っ
て
か
ら
、福
島
に
目
が
向
く
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
う
し
て
地
域
の
方
々
と
の
つ
な
が
り

が
増
え
る
と
、知
ら
な
い
地
で
子
育
て
を
す
る

不
安
が
み
な
さ
ん
の
支
え
で
解
消
さ
れ
ま
し

た
。そ
の
恩
返
し
を
し
た
い
と
い
う
の
が
、モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
1
つ
で
す
。も
う
1
つ
は
、協
力

隊
時
代
に
マ
レ
ー
シ
ア
の
方
々
に
支
え
て
い
た

だ
い
た
こ
と
へ
の
恩
返
し
で
す
。

−

福
島
の
人
に
と
っ
て
、「
カ
ワ
ン
」
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
ど
の
よ
う
に
響
い
て
い
る
と
お
感
じ

に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

　

異
文
化
理
解
の
第
一
歩
は
、「
こ
の
国
の
人

は
こ
う
だ
」「
こ
の
民
族
の
人
は
こ
う
だ
」と
ひ

と
括
り
で
捉
え
る
の
で
は
な
く
、同
じ
国
、同
じ

民
族
で
も
ひ
と
り
ひ
と
り
に
違
い
が
あ
り
、

「
個
々
で
付
き
合
っ
て
み
れ
ば
、異
文
化
の
人
と

言
え
ど
も
、実
は
自
分
と
変
わ
り
の
な
い
人
間

人
の
人
選
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
は
A
さ
ん
が

担
当
し
て
い
ま
す
。一
方
、プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施

を
受
け
入
れ
て
も
ら
う
場
の
開
拓
な
ど
日
本
側

の
調
整
は
、「
カ
ワ
ン
」の
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て

く
だ
さ
っ
た
福
島
の
方
と
私
で
行
っ
て
い
ま

す
。
私
は
帰
国
し
て
か
ら
「
カ
ワ
ン
」
を
立
ち

上
げ
る
ま
で
の
間
に
、日
本
で
暮
ら
す
ム
ス
リ

ム
の
方
と
日
本
人
が
交
流
す
る
場
を
つ
く
る

「
Tテ
ィ

グ

ミ

i
g
m
i
」と
い
う
団
体
や
、本
を
通
じ
、国

籍
や
性
別
、
年
齢
を
超
え
て
交
流
す
る
「
ぶ
っ

く
し
ま
ふ
く
し
ま
」と
い
う
団
体
を
、協
力
隊
の

仲
間
な
ど
と
共
に
宮
城
や
福
島
で
立
ち
上
げ
て

い
ま
し
た
。「
カ
ワ
ン
」の
活
動
に
参
加
し
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
の
は
、そ
う
し
た
活
動
を
通
し

て
つ
な
が
っ
た
方
々
で
す
。
有
給
の
ス
タ
ッ
フ

は
お
ら
ず
、活
動
に
か
か
る
費
用
は
、現
在
ま
で

の
と
こ
ろ
自
治
体
の
補
助
金
や
寄
付
金
な
ど
で

ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。

−

3
つ
も
の
団
体
を
立
ち
上
げ
た
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
私
は
派
遣
前
も
帰
国
後
も
勤
務
先
は
宮
城
県

−

「
と
も
だ
ち
・
カ＊

ワ
ン
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」

（
以
下
、「
カ
ワ
ン
」）
の
事
業
の
概
要
を
お
教
え

く
だ
さ
い
。

　

私
が
住
ん
で
い
る
福
島
で
、「
多
様
な
文
化

が
出
合
い
、ひ
と
り
ひ
と
り
が
輝
く
場
」を
つ
く

る
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
団
体
で
す
。
協
力

隊
時
代
に
知
り
合
っ
た
マ
レ
ー
シ
ア
在
住
の
同

国
人
男
性
（
以
下
、A
さ
ん
）と
共
に
、昨
年
の

1
月
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
彼
は
か
つ
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
携
わ
り
、現
在

は
大
学
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
論
の
講
師
な
ど
を
務

め
て
い
る
方
で
す
。東
日
本
大
震
災
以
降
、彼
は

福
島
の
人
の
た
め
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
し

た
い
と
思
っ
て
い
た
も
の
の
、そ
の
チ
ャ
ン
ス

が
な
か
っ
た
。そ
う
し
た
な
か
、私
が
福
島
に
住

ん
で
い
る
と
知
り
、「
福
島
の
人
と
つ
な
い
で

ほ
し
い
」と
相
談
し
て
き
た
の
が
、団
体
立
ち
上

げ
の
き
っ
か
け
で
す
。彼
に
は
、東
南
ア
ジ
ア
の

若
者
が
外
国
で
自
分
の
力
を
生
か
し
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
取
り
組
む
機
会
を
つ
く
り
た
い
と
い

う
思
い
が
あ
り
、「
カ
ワ
ン
」も
ゆ
く
ゆ
く
は
そ

う
し
た
広
範
な
役
割
を
担
え
る
よ
う
に
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、マ
レ
ー
シ
ア
の
人

が
福
島
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る
機
会
を
つ
く

る
こ
と
か
ら
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
4
人
の
マ
レ
ー
シ
ア
人
を
福
島
に

招
き
、そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
技
を
生
か
し
た
活
動

を
行
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

に
は
絵
画
の
技
法
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
講
師

を
務
め
て
も
ら
う
、障
害
者
施
設
の
運
営
者
に

は
福
島
県
内
の
障
害
者
福
祉
の
関
係
者
と
の
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加
し
て
も
ら
う
、と
い

っ
た
具
合
で
す
。

−
「
カ
ワ
ン
」
の
運
営
体
制
は
？

　
マ
レ
ー
シ
ア
人
が
福
島
に
来
た
際
の
活
動
内

容
の
考
案
や
、今
後
来
て
も
ら
う
マ
レ
ー
シ
ア

と
な
っ
て
海
外
に
目
を
向
け
る
こ
と
で
、支
援

の
対
象
者
が
日
本
で
の
生
き
づ
ら
さ
を
乗
り
越

え
る
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
」と
お
話
し
さ

れ
て
お
り
、そ
う
し
た
点
に
も
「
カ
ワ
ン
」の
存

在
意
義
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

−

今
後
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

A
さ
ん
は
よ
く
、「
人
は
顔
で
笑
っ
て
い
て

も
、心
で
泣
い
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
」と
口
に

し
ま
す
。彼
自
身
、子
ど
も
の
こ
ろ
に
つ
ら
い
経

験
を
し
て
い
る
の
で
、「
心
で
泣
い
て
い
る
人
」

の
こ
と
に
目
が
向
く
。
そ
ん
な
彼
が
大
切
だ
と

感
じ
て
い
る
「
若
者
が
外
国
で
自
分
の
力
を
発

揮
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
み
、自

身
も
成
長
す
る
」と
い
う
体
験
は
、ま
さ
に
協
力

隊
そ
の
も
の
で
、私
が
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
も
の
で
す
。だ
か
ら
こ
そ
、彼
と
の
協
働
は
で

き
る
限
り
継
続
し
、発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
。教

員
の
仕
事
や
育
児
と
の
両
立
は
た
や
す
く
は
な

い
と
思
い
ま
す
が
、「
マ
レ
ー
シ
ア
」や
「
福
島
」

を
超
え
た
活
動
へ
と
幅
を
広
げ
て
い
け
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

■  PROFILE

ちゅうばち・のりこ
1984年生まれ。山形県出身。大学卒
業後、国語科教員として宮城県の高
校に勤務。2015年6月、青年海外協
力隊員としてマレーシアに赴任（現職
教員特別参加制度）。17年3月に帰国
し、復職。19年、日本とマレーシアを
つなぐ活動に取り組む任意団体「とも
だち・カワン ・コミュニティ」を設立。

ともだち・カワン・
コミュニティ
設　立：2019年
会員数：10人
活動拠点：福島県
事業内容：福島とマレーシアの
人々をつなぐ活動など
連 絡 先：

■  COMPANY  PROFILE

さん （マレーシア・青少年活動・2015年度1次隊）

ともだち・カワン・コミュニティ 代表

多文化に触れる機会を
つくる団体を設立
高校教員として協力隊に現職参加した中鉢さん。帰国後に初
めて暮らすことになった福島で「地域」へのまなざしが生まれた
ことから、地域の人々が多文化に触れる機会をつくるボランティ
ア団体を相次いで立ち上げた。

case1 国際交流 × マレーシア

10ク ロ ス ロ ー ド  2 0 2 0 . 1 011 ク ロ ス ロ ー ド  2 0 2 0 . 1 0

現地の人と共に生活し、活動する協力隊員。そのなかで
得られる現地の情報や現地の人とのネットワークを活用し
て、任期終了後にも派遣国とかかわるボランティア活動や
仕事に携わりたいと考える人も少なくないだろう。本特集
では、それを実践している協力隊経験者の事例をピック
アップしてみた。

特 集

協力隊後の生き方
〜派遣国とかかわり続ける〜

＊ カワン…「友だち」の意のマレー語。

母国で障害者施設を運営する2人のマレーシア人（左端と右から2人目）が福島に来
た際に住民と行った、料理を持ち寄っての交流会の様子



配属先は、タイ・ラーチャブリー県ポータラーム郡の総合病院。
リハビリを受けるために入院できる期間は1カ月程度に限られて
いたため、脳卒中などで四肢に障害を負った高齢者が、「座る」

「歩く」などの機能を回復する前に自宅に戻らざるを得ず、結果、
寝たきりになってしまうケースが多かった。國谷さんはそうした
患者の自宅を回り、家族に支援の方法をアドバイスする一方、リ
ハビリが必要な高齢者が通って機能回復に向けた運動ができ
るデイケアセンターの立ち上げに奔走した。写真は、寝たきりに
なっている高齢者の家を訪問する協力隊時代の國谷さん。

上：タイの活動サイトの保健行政機関やボランティア団体と
MOUを結んだ際の調印式の様子

下：新たなデイケアセンターの設立に向け、タイの首都バンコク
の保健所で聞き取りを行う國谷さん（右から2人目）

帰国後

協力隊

肢
が
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。「
N
P
O
法
人
」

と
し
て
取
り
組
む
こ
と
を
選
択
し
た
の
は
、
ど

の
よ
う
な
理
由
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

　

帰
国
後
に
協
力
隊
活
動
か
ら
一
歩
先
に
踏

み
出
す
な
ら
ば
、自
分
の
派
遣
国
で
あ
る
タ
イ

以
外
で
も
行
い
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
う
し
て
手
を
広
げ
る
と
な
る
と
、
私

1
人
の
力
で
は
無
理
な
の
で
、仲
間
を
集
め
て

団
体
と
し
て
取
り
組
む
し
か
な
い
。
し
か
し
、

「
株
式
会
社
」な
ど
を
立
ち
上
げ
、ビ
ジ
ネ
ス
と

し
て
実
践
す
る
の
は
難
し
い
と
判
断
し
ま
し

た
。
第
一
に
、
私
自
身
に
ビ
ジ
ネ
ス
の
ノ
ウ
ハ

ウ
が
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
ま
た
、
ア
ジ
ア
の

国
々
で
は
「
介
護
保
険
」の
制
度
な
ど
は
ま
だ

な
く
、リ
ハ
ビ
リ
や
介
護
が
必
要
な
高
齢
者
は

経
済
的
な
余
裕
が
あ
る
人
ば
か
り
で
は
な
い

の
で
、運
営
資
金
は
寄
付
や
助
成
金
に
頼
ら
ざ

る
を
得
な
い
か
ら
で
す
。N
P
O
の
法
人
格
を

取
る
こ
と
に
し
た
の
は
、日
本
で
寄
付
や
助
成

金
を
得
る
う
え
で
も
、現
地
の
関
係
者
か
ら
信

用
を
得
る
う
え
で
も
、有
益
だ
と
考
え
た
か
ら

が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
働
く
の
は
、
リ
ハ

ビ
リ
や
介
護
の
専
門
性
を
持
た
な
い
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
の
で
す
が
、彼
ら
に
技
術
を
十
分
に

伝
え
ら
れ
な
い
ま
ま
、任
期
が
終
了
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
必
死
に
動
き
、
設
立
が
実
現

し
た
そ
の
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の
持
続
に
、帰

国
後
も
な
ん
と
か
力
に
な
り
た
い
と
思
っ
た

の
が
、
R
e
C
A
設
立
の
端
緒
で
す
。
最
初
の

活
動
は
、そ
の
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ

フ
を
対
象
に
研
修
を
行
う
こ
と
で
し
た
。

　

自
ら
地
域
の
高
齢
者
の
問
題
を
探
り
出
し
、

デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
設
立
と
い
う
解
決
策
を

考
案
、実
行
す
る
と
い
う
、「
自
分
で
考
え
、自

分
で
行
動
す
る
」経
験
を
協
力
隊
時
代
に
で
き

た
か
ら
こ
そ
、既
存
の
団
体
に
所
属
す
る
の
で

は
な
く
、自
ら
団
体
を
立
ち
上
げ
て
国
際
協
力

活
動
を
続
け
る
と
い
う
発
想
が
で
き
た
の
だ

ろ
う
と
感
じ
て
い
ま
す
。

−
帰
国
後
に
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
を
支
援

す
る
方
法
に
は
、「
個
人
と
し
て
行
う
」「
ビ

ジ
ネ
ス
と
し
て
行
う
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
選
択

業
を
持
ち
な
が
ら
、「
2
枚
目
の
名
刺
」
と
し

て
活
動
に
携
わ
る
と
い
う
も
の
で
す
。そ
の
な

か
で
、徹
底
し
て
現
地
の
人
が
求
め
て
い
る
こ

と
だ
け
を
厳
選
し
、
実
行
す
る
。
実
際
、
各
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
リ
ー
ダ
ー
は
み
な
、日
本
で
ほ

か
の
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
、年
に
数
回
程
度
の

現
場
訪
問
と
S
N
S
の
活
用
に
よ
っ
て
、可
能

な
範
囲
で
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

−

設
立
の
き
っ
か
け
は
？　

　

私
は
協
力
隊
時
代
、リ
ハ
ビ
リ
が
必
要
だ
け

れ
ど
も
、リ
ハ
ビ
リ
が
受
け
ら
れ
る
病
院
が
遠

く
、
通
う
の
が
困
難
な
高
齢
者
の
お
宅
を

5
0
0
軒
ほ
ど
回
り
、家
族
に
対
し
て
支
援
の

ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。そ
う
し
た

活
動
を
通
し
て
わ
か
っ
た
の
は
、リ
ハ
ビ
リ
が

受
け
ら
れ
な
い
ば
か
り
に
容
易
に
寝
た
き
り

に
な
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と
で
す
。

そ
こ
で
行
政
と
掛
け
合
う
な
ど
し
た
と
こ
ろ
、

任
期
の
終
盤
、役
所
の
空
室
を
「
デ
イ
ケ
ア
セ

ン
タ
ー
」
と
し
、
高
齢
者
が
介
護
予
防
の
た
め

に
体
を
動
か
す
機
会
を
つ
く
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

−

「R
ehab - C

are for A
S

IA

」（
以
下
、

R
レ

カ

e
C
A
）の
事
業
の
概
要
を
お
教
え
く
だ
さ

い
。

　

ア
ジ
ア
の
国
々
で
高
齢
者
の
健
康
支
援
に

取
り
組
ん
で
い
る
団
体
で
す
。タ
イ
で
の
活
動

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
、ミ
ャ
ン
マ
ー
へ
と
対
象
国
を
広
げ
て
き

ま
し
た
。こ
れ
ら
の
国
々
で
は
高
齢
化
が
進
み

つ
つ
あ
る
の
で
す
が
、リ
ハ
ビ
リ
や
介
護
の
仕

組
み
が
ま
だ
整
っ
て
お
ら
ず
、四
肢
に
障
害
を

負
っ
た
高
齢
者
が
自
宅
で
寝
た
き
り
と
な
り
、

家
族
が
介
護
に
大
変
な
苦
労
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
よ
う
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

そ
う
し
た
な
か
、高
齢
者
を
対
象
と
し
た
デ
イ

ケ
ア
や
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
の
拡
充
を
目
指
し
、リ

ハ
ビ
リ
の
専
門
性
を
持
た
な
い
現
地
の
方
々

に
リ
ハ
ビ
リ
や
介
護
、栄
養
に
関
す
る
研
修
を

行
う
な
ど
の
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

−

事
業
の
実
施
体
制
は
？

　

設
立
時
に
団
体
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
1
つ
と

し
た
の
は
、ア
ジ
ア
で
高
齢
者
の
健
康
支
援
に

取
り
組
み
た
い
人
た
ち
の
「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
」
と
な
る
こ
と
で
し
た
。
あ
る
国
の
こ
と

を
良
く
知
る
メ※

ン
バ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
主
体
と

な
り
、
そ
の
国
に
お
け
る
問
題
を
分
析
し
、
解

決
に
向
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
計
画
を
立
て
、

実
行
し
て
い
く
。
そ
の
う
え
で
、
メ
ン
バ
ー
が

各
国
の
情
報
を
交
換
し
、知
識
を
深
め
合
っ
た

り
、助
成
金
申
請
の
作
成
で
協
力
し
合
っ
た
り

す
る
。
そ
う
し
た
形
で
活
動
を
進
め
て
お
り
、

前
述
の
4
カ
国
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
う
ち
の

3
つ
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
作
業
療
法
士
隊
員

や
看
護
師
隊
員
と
し
て
活
動
し
た
協
力
隊
経

験
者
が
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
て
い
ま
す
。

　

R
e
C
A
の
も
う
1
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
と

し
て
い
る
の
は
、メ
ン
バ
ー
は
み
な
ほ
か
に
本

で
す
。
実
際
、
こ
れ
ま
で
日
本
国
内
で
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
ご
と
に
助
成
金
を
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
て
い
ま
す
し
、タ
イ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
対
象
サ
イ
ト
の
保
健
行
政
機
関
と
公
式
の

M
O
U
（
合
意
書
）
を
結
び
、
新
た
な
デ
イ
ケ

ア
セ
ン
タ
ー
の
場
所
の
確
保
や
、R
e
C
A
の

活
動
に
必
要
な
実
費
の
負
担
な
ど
の
確
約
を

取
り
付
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

−

今
後
、
R
e
C
A
を
ど
の
よ
う
な
方
向
に

進
め
て
い
き
た
い
と
お
考
え
で
す
か
。

　

タ
イ
で
R
e
C
A
が
か
か
わ
っ
て
い
る
デ

イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
た
ち
は
、「
給
料
が
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
ら
、お
金
の
た
め
に
動
く
よ
う
に
な
る
か
ら

嫌
だ
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
私
の
協
力
隊
の

2
年
間
は
、そ
う
し
た
「
地
域
の
困
っ
て
い
る

人
の
た
め
に
役
に
立
ち
た
い
」と
い
う
方
々
と

巡
り
合
う
た
め
の
旅
だ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。ア
ジ
ア
の
各
国
に
必
ず
や
い
る
そ
う
し
た

方
々
を
さ
ら
に
発
掘
し
、そ
の
サ
ポ
ー
ト
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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■  PROFILE

くにや・しょうへい
1982年生まれ、埼玉県出身。大学と
専門学校を卒業した後、作業療法士
として病院に6年間勤務。2015年6月、
青年海外協力隊員としてタイに赴任。
17年6月に帰国。日本で非常勤職員
や個人事業主として訪問リハビリなど
の仕事を掛け持つかたわら、18年4月、
アジアの国 で々高齢者への健康支援
を行うNPO法人「Rehab-Care for 
ASIA」を設立し、理事長に就任。

NPO法人
Rehab-Care
for ASIA
設　立：2018年
会員数：10人
事務所所在地：京都府
事業対象国：インドネシア、タイ、
マレーシア、ミャンマー
事業内容：高齢者の健康支援

■  COMPANY  PROFILE

さん （タイ・作業療法士・2015年度1次隊）
NPO法人 Rehab-Care for ASIA 理事長

高齢者への健康支援に取り組む
国際協力活動をスタート
協力隊時代、高齢者の介護予防を目的としたデイケアセンターの設立に尽力した國谷さん。

その支援を継続し、かつアジアの他の国にも同種の活動を展開すべく、帰国後、保健・医療

分野の専門性を持つ仲間と共にNPO法人を立ち上げた。

case2 国際協力 × タイ
※ReCAのメンバーの詳細はウェブサイト内で紹介されています。

協力隊後の生き方
〜派遣国とかかわり続ける〜

特 集

ReCAの活動として、タイのデイケアセンターでボランティアスタッフたちにリハビリ技術の研修をする國谷さん（中央）



首都キガリ市にあるブサンザ小・中等学校に配属され、物理実
験のサポート、英語教育、日本と交流するプログラムの実施など
に取り組んだ。村落部には学校に通っていない子どもも多かった
ことから、そうした子どもたちに理科実験を体験してもらうため、
配属先の教え子や他の協力隊員と共に村落部に赴くこともあっ
た。写真は、配属先で静電気の実験を行ったときの様子。

上：日本語教室の様子。留学や仕事で日本語を使うために学び
に来るケースが多いが、なかには「アニメおたく」もいる

下：日本語教室の生徒たちを集めて開いたカレーパーティー。普
段は別々のコマで受講している生徒たちが交流できる機会
として、こうしたイベントを時折催している

帰国後

協力隊

協
力
隊
員
と
し
て
赴
任
し
た
当
初
、人
の
目
な

ど
気
に
せ
ず
自
分
が
や
り
た
い
こ
と
を
楽
し

む
ル
ワ
ン
ダ
人
の
姿
に
「
自
分
も
見
習
い
た

い
」
と
感
銘
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す

が
、や
が
て
活
動
や
生
活
で
か
か
わ
り
が
密
に

な
る
の
に
伴
い
、「
約
束
を
守
ら
な
い
」な
ど
、

彼
ら
に
腹
が
立
つ
こ
と
も
多
く
な
っ
て
い
き

ま
し
た
。そ
う
し
て
ル
ワ
ン
ダ
人
の
良
い
面
も

悪
い
面
も
両
方
知
っ
た
こ
と
で
、そ
れ
ら
と
比

較
し
な
が
ら
日
本
を
振
り
返
っ
た
と
き
に
、や

は
り
日
本
の
良
い
面
と
悪
い
面
の
両
方
を
再

認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
。そ
う
い
う
経
験
を

日
本
の
子
ど
も
た
ち
に
も
さ
せ
て
あ
げ
た
い

と
の
思
い
で
、ツ
ア
ー
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、5
日
ほ
ど
か
け
て
現
地
の
高

校
生
た
ち
と
共
に
「
劇
」
や
「
大
き
な
絵
」
を

制
作
す
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
ツ
ア
ー
に
取

り
入
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
「
協
働
」
を
通

し
て
、「
集
合
時
間
に
遅
れ
る
」「『
こ
れ
を
準

備
し
て
お
く
』
と
い
う
約
束
を
破
る
」「
ボ
ー

ル
ペ
ン
を
盗
む
」と
い
っ
た
ル
ワ
ン
ダ
の
高
校

れ
る
ル
ワ
ン
ダ
人
の
仲
間
が
い
た
の
が
大
き

か
っ
た
で
す
。自
分
の
力
で
お
金
を
稼
げ
る
の

は
誰
に
と
っ
て
も
う
れ
し
い
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
が
、そ
ん
な
う
れ
し
い
こ
と
を
ル
ワ
ン
ダ

の
人
た
ち
と
チ
ー
ム
を
組
ん
で
や
っ
て
い
く

の
は
楽
し
そ
う
だ
と
思
い
、現
地
で
起
業
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。私
は
協
力
隊
時
代
に
か
な

り
精
力
的
に
他
隊
員
の
任
地
を
回
り
、ル
ワ
ン

ダ
各
地
の
情
報
や
ル
ワ
ン
ダ
人
と
の
人
脈
を

蓄
え
て
い
た
う
え
、現
地
語
の
勉
強
も
相
当
力

を
入
れ
て
き
た
の
で
、そ
う
し
た
財
産
を
活
用

で
き
る
も
の
と
し
て
、ま
ず
は
ツ
ア
ー
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
か
ら
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま

し
た
。

−

語
学
力
や
人
脈
以
外
に
、
協
力
隊
経
験
で

得
た
も
の
が
生
き
て
い
る
と
感
じ
る
点
は
？

　

高
校
生
の
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
で
は
、ル
ワ
ン

ダ
の
良
い
面
も
悪
い
面
も
両
方
知
っ
て
も
ら

え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
る
よ
う
努
め
て
い
る

の
で
す
が
、そ
れ
は
協
力
隊
経
験
が
あ
る
か
ら

こ
そ
の
発
想
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。私
は

し
て
の
仕
事
を
こ
な
す
か
た
わ
ら
、ヤ
ン
ビ
ー

社
で
ツ
ア
ー
の
企
画
、
訪
問
先
と
の
や
り
と

り
、会
計
な
ど
を
担
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
語
教
室
に
関
し
て
は
、コ
ロ
ナ
禍
以
前

は
ヤ
ン
ビ
ー
社
の
趣
旨
に
賛
同
し
て
く
れ
た

協
力
隊
経
験
者
の
女
性
に
教
員
を
務
め
て
も

ら
っ
て
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
彼
女
は

日
本
で
就
職
し
た
の
で
、替
わ
っ
て
日
本
で
日

本
語
教
育
に
携
わ
っ
て
い
る
男
性
に
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
授
業
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。ス
タ

ッ
フ
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
量
に
応
じ
た
賃

金
を
お
支
払
い
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
当
初
、現
地
に
張
り
付
い
て
い
た
の
で

す
が
、静
岡
県
の
企
業
か
ら
「
地
域
づ
く
り
の

仕
事
を
手
伝
っ
て
ほ
し
い
」と
依
頼
を
受
け
た

た
め
、
19
年
か
ら
は
両
国
に
住
ま
い
を
持
ち
、

行
き
来
し
な
が
ら
兼
業
し
て
い
ま
す
。

−

ヤ
ン
ビ
ー
社
設
立
に
至
っ
た
経
緯
を
お

教
え
く
だ
さ
い
。　

　

帰
国
を
迎
え
る
時
期
に
な
り
、A
さ
ん
を
含

め
、「
一
緒
に
仕
事
を
し
よ
う
」
と
言
っ
て
く

−Y
A

M
B

I C
O
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N
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T LLC
.

（
以
下
、

ヤ
ン
ビ
ー
社
）
の
事
業
の
概
要
を
お
教
え
く
だ

さ
い
。

　

売
り
上
げ
の
面
で
事
業
の
柱
と
な
っ
て
い

る
の
は
、観
光
以
外
の
目
的
で
ル
ワ
ン
ダ
に
来

る
日
本
人
を
対
象
と
し
た
ツ
ア
ー
の
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
で
す
。
具
体
的
に
は
、
高
校
生
や
大

学
生
の
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
、大
学
や
企
業
に
よ

る
現
地
調
査
、
C
M
撮
影
な
ど
に
つ
い
て
、
訪

問
先
の
選
択
、受
け
入
れ
に
関
す
る
訪
問
先
と

の
交
渉
や
調
整
な
ど
を
請
け
負
っ
て
い
ま
す
。

2
0
1
8
年
の
設
立
以
来
、
お
よ
そ
延
べ

1
0
0
人
の
訪
問
客
の
受
け
入
れ
を
お
手
伝

い
し
ま
し
た
。
も
う
1
つ
の
事
業
と
し
て
、
規

模
は
小
さ
い
の
で
す
が
「
日
本
語
教
室
」の
運

営
も
行
っ
て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
現
地

に
物
件
を
借
り
て
10
人
ほ
ど
の
生
徒
を
対
象

に
教
室
を
開
い
て
い
た
の
で
す
が
、コ
ロ
ナ
禍

に
入
っ
て
か
ら
は
、日
本
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で

生
徒
へ
の
授
業
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

−

事
業
の
実
施
体
制
は
？

　

ど
の
よ
う
な
事
業
を
行
う
か
は
私
自
身
が

決
め
、そ
の
実
務
は
ル
ワ
ン
ダ
人
と
日
本
人
の

ス
タ
ッ
フ
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。ヤ
ン
ビ
ー

社
の
立
ち
上
げ
以
来
、戦
力
と
な
っ
て
も
ら
っ

て
い
る
ル
ワ
ン
ダ
人
は
、協
力
隊
時
代
に
縁
が

あ
っ
た
2
人
で
す
。1
人
は
私
の
教
え
子
だ
っ

た
青
年
で
、私
の
協
力
隊
活
動
を
何
か
と
手
伝

っ
て
く
れ
、
信
頼
を
置
い
て
い
た
こ
と
か
ら
、

ツ
ア
ー
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
請
け
負
う
際

に
、お
客
様
の
ア
テ
ン
ド
な
ど
を
担
当
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
も
う
1
人
は
、
世
界
銀
行
の

奨
学
金
で
日
本
に
留
学
し
、修
士
号
も
取
得
し

て
い
る
I
T
エ
ン
ジ
ニ
ア
（
以
下
、
A
さ
ん
）

で
す
。協
力
隊
時
代
に
偶
然
の
縁
で
友
人
と
な

っ
た
の
で
す
が
、ほ
か
に
I
T
エ
ン
ジ
ニ
ア
と

生
た
ち
の
「
悪
い
面
」
が
見
え
て
く
る
。
し
か

し
そ
の
一
方
で
、悩
ん
で
い
る
と
き
に
底
抜
け

の
明
る
さ
で
「
大
丈
夫
だ
」と
励
ま
し
て
く
れ

る
な
ど
、彼
ら
の
「
良
い
面
」も
実
感
で
き
る
。

そ
の
た
め
、参
加
す
る
日
本
の
高
校
生
た
ち
に

と
っ
て
は
、心
が
震
え
る
よ
う
な
経
験
に
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

−

今
後
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
ど
の
よ
う
な
方
向
に

展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
か
。

　

ツ
ア
ー
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
関
し
て
は
、

ル
ワ
ン
ダ
は
ア
フ
リ
カ
の
な
か
で
も
比
較
的

安
全
な
国
な
の
で
、言
わ
ば
「
ア
フ
リ
カ
の
入

門
編
」
と
し
て
、
日
本
の
中
学
生
や
小
学
生
な

ど
に
も
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
も
ら

え
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま

す
。
一
方
、教
育
に
関
し
て
は
、「
日
本
語
」だ

け
に
留
ま
ら
ず
、公
用
語
だ
け
れ
ど
も
苦
手
な

ル
ワ
ン
ダ
人
も
多
い
「
英
語
」、さ
ら
に
は
「
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
」な
ど
職
に
つ
な
が
る
技
能
な

ど
へ
と
、内
容
の
幅
を
広
げ
て
い
け
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。
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■  PROFILE

あさの・けんし
1990年生まれ。静岡県出身。大学卒
業後、2015年7月に青年海外協力隊
員としてルワンダに赴任。17年6月に
帰国。18年、日本人を対象としたツアー
コーディネートや、現地の人を対象と
した日本語教室の運営などを行う

「YAMBI CONNECT LLC.」をルワン
ダに設立。

YAMBI 
CONNECT LLC. 
設　立：2018年
社員数：4人
本社所在地：ルワンダ
事業内容：スタディツアーや視
察ツアーなどのコーディネート、
日本語教室の運営

■  COMPANY  PROFILE

さん （ルワンダ・理科教育・2015年度1次隊）

YAMBI CONNECT LLC. CEO

ツアーコーディネートなどを行う
会社を現地に設立
協力隊時代、理科教育隊員としての活動のかたわら、他隊員の任地を精力的に回り、国内

各地の情報や人脈を蓄えた浅野さん。任期終了後、それらを生かして日本人相手にツアーの

コーディネートなどを行う会社を現地に設立。協力隊時代の教え子などと共に働いている。

case3 ビジネス × ルワンダ 協力隊後の生き方
〜派遣国とかかわり続ける〜

特 集

スタディツアーに参加した日本の高校生たちと、視察の受け入れ先の1つとなった幼稚園の園児や教員たち



福嶋さんは協力隊時代、政情不安により任期半ばで任地を変
更。後半の活動先は、幼稚園から高校までを擁するNGO校で、
初等教育部門の質向上に向けた活動に取り組んだ。写真は、活
動先の学校で算数の授業を実践する福嶋さん。授業実践のほ
か、校内の美化の推進などにも取り組んだ。

上：日系企業が実施する現地市場調査をサポートする福嶋さん
下：福嶋さんはニュービジョン社の仕事のかたわら、バングラデ

シュ人がつくった「わらじ」を日本で販売する日本の学生団
体の活動にも協力している

帰国後

協力隊

 

「
現
地
の
人
が
見
て
い
る
世
界
」を
見
よ
う
と

す
る
姿
勢
が
協
力
隊
時
代
に
で
き
て
い
た
こ

と
が
、今
の
仕
事
で
私
の
強
み
の
1
つ
に
な
っ

て
い
る
気
が
し
ま
す
。
例
え
ば
、
彼
ら
は
「
こ

の
日
ま
で
に
こ
れ
を
や
る
」と
い
っ
た
「
約
束
」

を
守
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。私
は
協
力
隊
員
と

し
て
赴
任
し
た
当
初
、「
怠
惰
だ
」
と
感
じ
た

の
で
す
が
、
彼
ら
の
話
を
聞
く
う
ち
に
、
そ
う

で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。約
束
を
し

た
後
に
舞
い
込
ん
で
き
た
よ
り
優
先
す
べ
き

仕
事
に
時
間
を
割
く
な
ど
し
て
い
る
の
で
あ

り
、「
約
束
を
し
た
後
に
状
況
は
変
わ
る
も
の
」

「
約
束
に
必
ず
し
も
縛
ら
れ
る
べ
き
で
な
い
」

と
考
え
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
す
。今
の

仕
事
で
日
系
企
業
の
方
か
ら
「
彼
ら
は
楽
を

し
た
い
の
で
す
か
？
」と
尋
ね
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
場
面
で
私
は
、「
楽
を

し
た
い
わ
け
で
は
な
く
、一
生
懸
命
働
い
て
い

る
う
ち
に
納
期
を
過
ぎ
て
し
ま
う
こ
と
が
一

般
的
に
あ
る
の
で
す
」
と
説
明
す
る
。
そ
の
一

方
で
、日
系
企
業
の
方
が
迷
惑
す
る
こ
と
も
わ

立
場
で
す
。
そ
の
た
め
、
互
い
に
「
こ
う
す
べ

き
で
は
な
い
か
？
」と
い
う
意
見
を
ぶ
つ
け
合

い
、
そ
れ
に
応
え
合
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
例

え
ば
、自
社
製
の
食
品
を
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で

売
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
日
系
企
業
か
ら
「
ヒ

ッ
ト
す
る
可
能
性
を
知
り
た
い
」と
い
っ
た
依

頼
を
受
け
た
際
に
、調
査
を
依
頼
し
た
同
僚
が

「
ほ
か
の
企
業
の
同
種
の
食
品
は
こ
ん
な
ふ
う

に
売
れ
て
い
る
」
と
い
う
結
果
を
出
し
て
き

た
。
そ
こ
で
私
は
、「
市
場
の
新
た
な
可
能
性

が
わ
か
る
よ
う
、現
地
の
人
た
ち
が
ど
ん
な
食

品
を
ど
ん
な
理
由
で
選
ん
で
い
る
の
か
、具
体

的
な
消
費
行
動
を
調
査
す
べ
き
で
は
な
い
か
」

と
提
案
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
、
同
僚
は
が

ん
ば
っ
て
応
え
よ
う
と
す
る
。そ
う
し
た
双
方

向
の
や
り
取
り
は
、協
力
隊
時
代
の
同
僚
と
は

な
か
な
か
経
験
で
き
な
か
っ
た
も
の
で
あ
り
、

対
等
の
立
場
に
あ
る
か
ら
こ
そ
見
せ
て
も
ら

え
る
素
敵
な
姿
だ
ろ
う
と
感
じ
て
い
ま
す
。

−

協
力
隊
経
験
が
現
在
の
仕
事
の
糧
に
な

っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
点
は
？

う
思
い
が
強
い
あ
ま
り
、現
地
の
人
た
ち
が
こ

ち
ら
に
依
存
す
る
よ
う
な
関
係
性
を
築
い
て

し
ま
っ
た
と
い
う
反
省
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の

償
い
の
気
持
ち
も
込
め
て
、帰
国
後
は
「
支
援

す
る
側
と
さ
れ
る
側
」で
は
な
い
「
対
等
の
立

場
」で
か
か
わ
り
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。そ
の
こ
と
を
A
さ
ん
に
お
話
し

し
た
と
こ
ろ
、任
期
終
了
後
に
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ョ

ン
社
で
働
く
こ
と
を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。幼
い

頃
か
ら
の
夢
を
叶
え
た
い
と
の
思
い
か
ら
、日

本
で
ま
た
教
員
と
し
て
働
く
こ
と
も
考
え
た

の
で
す
が
、母
校
の
大
学
の
理
事
長
に
「
日
本

で
教
員
に
な
る
人
は
い
く
ら
で
も
い
る
け
れ

ど
も
、バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
思
い
を
持
っ
て
働

け
る
の
は
あ
な
た
し
か
い
な
い
」と
背
中
を
押

さ
れ
、就
職
を
決
意
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

−

現
地
の
人
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
、
協
力

隊
時
代
と
異
な
る
と
感
じ
る
点
は
？

　

同
僚
た
ち
と
私
は
、ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
社
の

事
業
を
継
続
・
発
展
さ
せ
る
と
い
う
同
じ
目

標
に
向
け
、同
じ
一
社
員
と
し
て
働
く
対
等
な

−N
ew

V
ision S

olutions Ltd. 

（
以
下
、

ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
社
）
の
事
業
の
概
要
を
お
教

え
く
だ
さ
い
。

　

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
首
都
ダ
ッ
カ
に
あ
る

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
で
、国
内
外
の
企
業

や
公
的
機
関
か
ら
市
場
調
査
や
ビ
ジ
ネ
ス
サ

ポ
ー
ト
な
ど
を
請
け
負
っ
て
い
ま
す
。二
十
数

人
い
る
社
員
の
な
か
で
日
本
人
は
私
だ
け
な

の
で
す
が
、当
社
を
立
ち
上
げ
た
現
会
長
が
以

前
、日
系
企
業
の
合
弁
会
社
の
社
長
を
務
め
て

い
た
こ
と
か
ら
、日
本
の
企
業
や
公
的
機
関
か

ら
い
た
だ
く
仕
事
が
多
く
を
占
め
て
い
ま
す
。

−

福
嶋
さ
ん
は
主
に
ど
の
よ
う
な
業
務
を

担
当
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
部
署
に
配
属

さ
れ
、日
本
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
案
件
を
担
当

し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
民
間
企
業
が
自
社
製

品
を
売
る
た
め
に
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
法
人

を
設
立
す
る
場
合
に
は
、
事
前
の
市
場
調
査
、

現
地
で
法
人
を
つ
く
る
た
め
の
法
的
な
手
続

き
、パ
ー
ト
ナ
ー
と
す
る
現
地
企
業
の
信
用
調

査
な
ど
を
お
手
伝
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

市
場
調
査
や
信
用
調
査
な
ど
は
そ
の
専
門
性

を
持
っ
た
社
員
に
依
頼
す
る
こ
と
に
な
る
の

で
す
が
、そ
こ
か
ら
上
が
っ
て
き
た
結
果
を
も

と
に
、バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
進
出
す
る
と
な
っ

た
場
合
の
可
能
性
や
課
題
を
整
理
し
、伝
え
る

の
が
私
の
役
割
で
す
。

−

派
遣
前
の
仕
事
も
協
力
隊
時
代
の
活
動

も
「
教
育
分
野
」
で
す
が
、
な
ぜ
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
の
仕
事
を
選
ん
だ
の
で
し
ょ
う
か
。

　

協
力
隊
の
任
期
終
盤
、当
時
当
社
で
働
い
て

い
た
日
本
人
の
方
（
以
下
、
A
さ
ん
）
に
「
入

社
し
な
い
か
」と
誘
わ
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で

し
た
。私
は
そ
れ
ま
で
の
自
分
の
協
力
隊
活
動

に
つ
い
て
、「
何
で
も
し
て
あ
げ
た
い
」
と
い
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か
る
の
で
、現
地
の
人
に
約
束
の
遵
守
を
促
す

働
き
か
け
も
す
る
。そ
う
し
て
両
者
の
「
橋
渡

し
」
が
で
き
る
の
は
、
協
力
隊
経
験
が
あ
る
か

ら
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

−

今
後
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
は
人
口
が
日
本
よ
り
も

多
く
、そ
の
半
分
が
25
歳
以
下
と
い
う
若
い
国

で
す
。
消
費
の
面
で
も
労
働
力
の
面
で
も
、
潜

在
力
が
高
い
。
し
か
も
、
イ
ン
ド
と
中
華
人
民

共
和
国
の
間
に
あ
る
と
い
う
地
理
的
条
件
か

ら
、両
国
と
共
に
経
済
が
発
展
す
る
こ
と
も
期

待
さ
れ
て
お
り
、過
去
10
年
間
の
経
済
成
長
率

は
7
パ
ー
セ
ン
ト
を
記
録
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
独
学
で
技
術
を
身
に
付
け
、
米
国
な
ど
か

ら
オ
フ
シ
ョ
ア
開
発
の
仕
事
を
受
け
て
い
る

I
T
部
門
の
フ
リ
ー
ラ
ン
サ
ー
が
非
常
に
多

い
な
ど
、「
た
く
ま
し
さ
」も
持
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
国
と
日
本
を
対
等
に
つ
な
ぐ
の
は

素
敵
だ
な
と
感
じ
な
が
ら
、コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
の
技
術
を
さ
ら
に
磨
き
、自
分
の
業
務
の
質

を
高
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■  PROFILE

ふくしま・ゆうこ
1990年生まれ、東京都出身。大学卒
業後、小学校で教員として勤務。
2014年10月、青年海外協力隊員とし
てバングラデシュに赴任。16年7月に
帰国。17年1月、同国にあるコンサルティ
ング会社「NewVision Solutions 
Ltd.」に就職。

NewVision 
Solutions Ltd.
設　立：2008年
社員数：23人
本社所在地：バングラデシュの
首都ダッカ
事業内容：国内外の企業、公的
機関などへのコンサルティング

■  COMPANY  PROFILE

さん （バングラデシュ・小学校教育・2014年度2次隊）

NewVision Solutions Ltd. 社員

現地のコンサルティング会社で、
日本企業の進出などをサポート
協力隊時代、初等教育の質向上の支援に取り組んだ福嶋さん。任期終了後は再び派遣国に

赴き、現地のコンサルティング会社の社員として、日本の企業や公的機関を派遣国につなぐ

事業に携わっている。

case4 ビジネス × バングラデシュ 協力隊後の生き方
〜派遣国とかかわり続ける〜

特 集

ニュービジョン社の同僚たちと。前列右端が福嶋さん



　
　

計
画
に
対
す
る
リ
ス
ク
管
理
が
不
足
し
、

予
定
し
て
い
た
活
動
を
実
施
で
き
な
か
っ
た

 

文
＝

さ
ん（
ソ
ロ
モ
ン
・
理
学
療
法
士
・
2
0
1
7
年
度
3
次
隊
）
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私
の
任
地
は
僻
地
に
あ
る
テ
モ
ツ
州
で
、
隊

員
の
派
遣
は
約
20
年
振
り
、
か
つ
日
本
人
以
外

の
外
国
人
が
住
ん
で
い
な
い
外
国
人
慣
れ
を
し

て
い
な
い
地
域
で
し
た
。
赴
任
と
同
時
に
一
瞬

で
州
の
有
名
人
と
な
り
、
活
動
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
を
巡
回
す
る
と
い
つ
も
周
り
に
現
地
の
人
々

が
集
ま
っ
て
来
る
状
態
で
し
た
。
ま
た
、
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
概
念
が
ほ
ぼ
根
づ
い
て
い

な
い
地
域
で
一
か
ら
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
も
あ
り
、
要
請
内
容
の

「
①
理
学
療
法
部
門
の
運
営
、②
C＊

B
R
部
門
の

業
務
援
助
、③
同
僚
へ
の
知
識
・
技
術
の
伝
達
」

の
実
施
だ
け
で
も
手
一
杯
だ
っ
た
の
で
す
が
、

赴
任
後
約
半
年
間
で
現
地
を
観
察
す
る
中
で
、

腰
痛
や
膝
関
節
痛
、
生
活
習
慣
病
に
悩
ま
さ
れ

る
人
が
多
い
こ
と
に
も
気
付
き
ま
し
た
。
2
年

と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
精
一
杯
活
動
し

た
い
と
い
う
気
持
ち
も
あ
り
、
こ
の
2
点
に
対

す
る
予
防
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
以
下
、 

W
S
）

も
活
動
計
画
に
組
み
込
み
ま
し
た
。

　

２
つ
の
W
S
は
、
現
地
の
人
々
の
「
日
本
人

に
対
す
る
興
味
の
強
さ
＝
集
客
力
」
を
生
か
し

て
、
同
僚
の
協
力
も
得
な
が
ら
、
同
国
の
医
療

系
隊
員
を
私
の
任
地
に
呼
び
寄
せ
る
か
た
ち
で

協
働
し
て
行
う
計
画
を
立
て
ま
し
た
。
同
僚
は

医
療
専
門
職
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
企
画
は
主

　ワークショップ（WS）などのイベント規模の集客が必要と
なる活動は、現地のインフラ状況や国民性など多くのリスクフ
ァクターが生じてしまいます。計画の段階で同じWS内容に対
して、「❶1人で開催パターン、❷隊員同士協働パターン、❸現
地の方との協働パターン」を用意しておくのも1つの手だった
のではないでしょうか。配信活動・啓蒙活動を目的としている
のであれば、WSの動画などをFacebookなどのSNSや配属
先のウェブサイトにアップすることや、ポスター作成をして活動
していくことも組み込むことができたら良かったと考えます。

　ご自身も振り返っているように、専門職でなくても企画の比
重を同僚に置ければよかったと考えます。私は赴任8カ月後か
ら主活動の他に地方への啓蒙活動を日本人主体で開始しま
した。同僚は同行できませんでしたが、必ず巻き込みました。「語
学力不足」を利用して自作資料の修正を依頼するという手段
を使い、同僚・助手・総務など専門性を問わず多くの人にか
かわってもらいました。その結果「地方授業はどうだった？」な
ど興味を持ってくれ、専門性がない人へも啓蒙でき、多視点か
らの意見ももらえ、新たな活動が開始。定着につながりました。

文＝協力隊経験者
● アジア・作業療法士・2016年度派遣
● 取り組んだ活動
リハビリテーション病院に配属され、主に脳卒中・整形疾患患者の治療、
同僚への技術指導、体の模型や治療器具、自助具の製作などの活動に
従事した。予防医療に対しての啓蒙活動としてSNS等を利用して配信
活動も行った。

伝達方法の多様性専門性を問わず同僚をどんどん巻き込む

文＝協力隊経験者
● 中南米・理学療法士・2016年度派遣
● 取り組んだ活動
診療所のリハビリテーション室で同僚への指導を実施した。また、側弯
症が多かったため、同僚と原因を考え、乳児期からの正常発達の啓蒙活
動を実施。診療所内や、医療機関が少ない地方でさまざまな職種の養
成校で出張授業を行った。

腰痛や膝関節痛で生活に制限を来たす人が多いことに気づいた村田さんは、他任地の理学療法士隊員と協働して現
地の人に向けて「腰痛・膝関節痛予防のワークショップ」を実施した

に
隊
員
同
士
で
立
て
ま
し
た
。
赴
任
か
ら
1
年

4
カ
月
後
に
、
1
つ
目
の
「
腰
痛
・
膝
関
節
痛

予
防
の
W
S
」
を
開
催
。
そ
し
て
、「
生
活
習
慣

病
予
防
の
W
S
」
は
、
赴
任
か
ら
1
年
8
カ
月

を
目
安
に
、
首
都
で
活
動
す
る
看
護
師
隊
員
と

協
働
で
開
催
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
し
た

が
、
計
画
通
り
に
開
催
で
き
な
い
ま
ま
、
任
期

終
了
を
迎
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
の
理
由
の
１
つ
は
、
任
地
へ
の
移
動
手
段

の
少
な
さ
に
あ
り
ま
す
。
首
都
か
ら
任
地
へ
の

主
な
移
動
手
段
は
週
2
回
の
小
型
飛
行
機
で
、

天
候
や
燃
料
不
足
に
よ
っ
て
飛
ば
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
不
運
に
も
W
S
の
時
期
に
燃
料
が

底
を
尽
き
、
3
週
間
程
飛
行
機
が
飛
ば
な
い
事

態
が
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　

そ
の
結
果
、
共
同
企
画
者
で
あ
る
隊
員
が
首

都
か
ら
私
の
任
地
に
来
ら
れ
ず
、
ま
た
計
画
を

任
期
後
半
に
設
定
し
て
い
た
た
め
振
り
替
え
の

日
程
も
立
て
ら
れ
ず
、
計
画
し
た
通
り
の
W
S

は
開
催
で
き
な
い
ま
ま
、任
期
を
終
え
ま
し
た
。

　

移
動
の
リ
ス
ク
を
考
え
、
計
画
を
見
直
せ
た

ら
、
隊
員
を
呼
ぶ
こ
と
に
注
力
し
す
ぎ
ず
、
企

画
の
比
重
を
同
僚
に
置
く
こ
と
も
考
え
た
は
ず

で
す
。
当
時
は
活
動
目
標
の
達
成
に
意
識
が
向

き
、
そ
れ
ら
を
考
え
る
余
裕
が
な
か
っ
た
こ
と

が
失
敗
の
原
因
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■  PROFILE
1987年生まれ、北海道出身。2010年、北
海道文教大学理学療法学科を卒業後、神
奈川県の総合病院と東京都の訪問看護ス
テーションにて、理学療法士として合計7年
半従事。18年1月、青年海外協力隊員とし
てソロモンに赴任。20年1月、帰国。現在は、
東京都内の訪問看護ステーションにて在宅
リハビリテーションに従事している。

■  活動概要
ソロモンのテモツ州のラタ病院 CBR部門
に配属され、以下の活動を行った。
●院内に理学療法部門を立ち上げ、入院・

外来患者に対する理学療法を実施
●CBR部門の同僚と共に州内の村を巡回

し、障がい者や高齢者に対するリハビリ
テーション支援の実施　など

＊CBR… 「Community Based Rehabilitation （地域に根ざしたリハビリテーション）」の略。施設の中だけでなく、地域社会
とのかかわりのなかで行われるリハビリ。

事例整理

“失敗”から
 学ぶ＃185

他隊員の分析

隊員自身の振り返り
　失敗の原因のひとつは、任期の途中で活動計画を見直す勇
気がなかったことだと考えます。同僚や現地の人にとっては長
い年月のうちのたった2年なので、現地の人の時間軸で物事を
変えていこうとする心の余裕が必要だったと感じています。もう
ひとつは、日本人の集客力に重点を置きすぎたことだと考えて
います。成功すれば集客力も高く、現地への影響力はあったと
思いますが、日本人を任地に呼び寄せて啓発をしても、私の帰
国後にそれを続けて啓発していく人がいなければ、種を蒔いた
だけで芽は出ずに終わってしまいます。同僚が医療職ではなく
てもワークショップ（WS）の共同企画者としての比重をもっと
置き、他医療系隊員にはアイデアをもらう形にすれば、計画通
りWSは実施でき、継続した活動になったかもしれません。

促進要因 阻害要因

内部
【隊員の良い面（S）】
現地から見て外国人である。
他隊員の協力が得られる。

【隊員の悪い面（W）】
活動目標を詰め込みすぎ、
余裕がなくなる。

外部
【環境の良い面（O）】
現地の人は、外国人に強
い興味がある。

【環境の悪い面（T）】
医療専門職の同僚がいな
い。

【本事例の状況（SWOT分析）】

立てた目標

２つのワークショップ
を他隊員と協働して
企画・開催する。

実際の結果

1つのワークショップ
は実施できずに任期
終了を迎えてしまう。

活動
開始 医療専門職の同僚がい

ないため（T）、他隊員の
協力を仰いで、新しい活
動を計画するものの詰め
込み過ぎてしまう（W）。



れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
り
、一
緒
に
活
動
す

る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

Q 

ど
う
解
決
し
ま
し
た
か
？

　

現
地
の
方
を
頼
り
、
積
極
的
に
ヘ
ル
プ
を

出
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。
2
年
目
に
は
語
学

に
も
慣
れ
、
学
生
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
取
り
や
す
く
な
っ
て
い
た
の
で
、
積
極
的

に
「
手
伝
っ
て
」
と
伝
え
る
こ
と
で
、
作
業

を
一
緒
に
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
学

生
に
も
当
事
者
意
識
が
芽
生
え
、
稚
魚
飼
育

の
た
め
の
現
地
資
料
な
ど
を
収
集
し
て
く
れ

た
り
、
主
体
と
な
っ
て
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
培

養
す
る
た
め
の
装
置
を
作
成
し
て
く
れ
た
り

も
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

Q 

派
遣
予
定
の
同
職
種
の
隊
員
に

　 

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

自
然
相
手
の
職
種
と
い
う
こ
と
で
思
っ

た
よ
う
な
成
果
は
な
か
な
か
出
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
自
然
好
き
の
人
に
と
っ

て
み
れ
ば
、
日
本
で
は
飼
育
で
き
な
い
魚
が

飼
育
で
き
た
り
、
餌
と
し
て
有
用
な
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
を
探
し
た
り
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
で
も

あ
り
ま
す
。
発
見
し
た
こ
と
や
興
味
を
持
っ

た
こ
と
を
、
現
地
の
人
に
情
熱
を
持
っ
て
説

明
す
れ
ば
、
現
地
の
人
も
そ
の
内
容
に
興
味

を
持
っ
て
く
れ
ま
す
。
私
自
身
も
そ
こ
か
ら

新
た
な
活
動
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
も
し
、
こ
の
職
種
で
活
動
す
る
こ
と

が
あ
れ
ば
、
現
地
の
人
と
自
然
に
積
極
的
に

向
か
い
合
い
、
充
実
し
た
活
動
・
生
活
を
し

て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

２
つ
目
は
追
走
用
の
車
両
が
な
か
っ
た
こ

と
で
す
。
長
距
離
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
で
は
、

車
や
バ
イ
ク
を
使
っ
て
選
手
を
追
い
か
け
て

練
習
の
指
示
を
出
す
こ
と
が
一
般
的
で
す
。

し
か
し
、
資
金
不
足
で
車
両
が
な
い
た
め
追

走
を
し
て
練
習
を
監
督
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

Q 

ど
う
解
決
し
ま
し
た
か
？

　

ま
ず
は
自
転
車
を
整
備
す
る
こ
と
に
努
め

ま
し
た
。
使
え
る
部
品
を
集
め
て
レ
ー
ス
用

の
自
転
車
と
練
習
用
の
自
転
車
を
つ
く
り
ま

し
た
。
日
本
の
自
転
車
競
技
チ
ー
ム
に
連
絡

を
取
り
、
余
っ
た
機
材
を
供
与
し
て
い
た
だ

く
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
（
※
）。

　

怪
我
予
防
に
対
す
る
啓
発
の
一
環
と
し

て
、事
故
防
止
に
対
す
る
講
習
を
徹
底
し
、応

急
処
置
や
傷
害
予
防
な
ど
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
係
る
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
。
練
習
を
監

督
す
る
た
め
の
追
走
用
の
車
は
、
地
区
の
行

政
の
リ
ー
ダ
ー
と
直
接
交
渉
し
て
ド
ラ
イ
バ

ー
付
き
の
車
を
獲
得
す
る
な
ど
し
ま
し
た
。

Q 

同
職
種
の
後
輩
隊
員
に

　 

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

自
転
車
競
技
は
転
倒
す
る
と
重
傷
を
負

う
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
選
手
が
使
う
機
材
や
道

路
な
ど
の
環
境
を
重
点
的
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て

リ
ス
ク
管
理
に
努
め
る
こ
と
が
、
活
動
で
最

も
重
要
な
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
安
全

を
第
一
に
考
え
、
科
学
的
な
根
拠
に
基
づ
く

実
践
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
提

供
で
き
る
よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

Q 

メ
イ
ン
の
活
動
は
？

　

私
は
コ
ロ
ン
ビ
ア
国
内
で
唯
一
水
産
学
科

を
抱
え
る
マ
グ
ダ
レ
ナ
大
学
に
派
遣
さ
れ

ま
し
た
。
2
0
1
5
年
に
始
ま
っ
た
鹿
児
島

大
学
と
J
I
C
A
の
大
学
連
携
事
業
の
一
環

で
、
私
は
当
大
学
の
水
産
学
科
に
あ
る
養
殖

技
術
開
発
研
究
室
で
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
研
究
室
で
は
魚
を
卵
か
ら
成
体
ま
で

育
て
た
後
、
再
び
産
卵
さ
せ
る
「
魚
類
の
再

生
産
技
術
の
開
発
」
を
目
的
と
し
た
研
究
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。
魚
類
の
再
生
産
の
た
め

に
は
、
死
亡
率
の
最
も
高
い
稚
魚
期
の
飼
育

管
理
が
特
に
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
稚
魚

の
餌
で
あ
る
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
採
取
や
最

適
な
培
養
方
法
の
模
索
、
学
生
を
対
象
と
し

た
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
培
養
方
法
に
関
す
る

実
習
な
ど
を
行
い
、
飼
育
管
理
技
術
の
向
上

を
目
指
し
ま
し
た
。
ま
た
学
生
と
一
緒
に
培

養
し
た
餌
を
用
い
て
、
試
験
的
に
熱
帯
魚
の

稚
魚
等
も
飼
育
し
ま
し
た
。

Q 

活
動
の
最
大
の
困
難
は
？

　

現
地
の
方
と
の
時
間
の
調
整
で
す
。
国
際

協
力
の
観
点
か
ら
も
、
隊
員
と
現
地
パ
ー
ト

ナ
ー
が
一
緒
に
活
動
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し

い
で
す
が
、私
の
主
た
る
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る

学
生
は
自
身
の
卒
業
研
究
や
授
業
で
忙
し

く
、
餌
の
培
養
等
に
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と

が
困
難
で
し
た
。
結
果
と
し
て
活
動
1
年
目

は
、私
1
人
で
活
動
を
進
め
て
し
ま
い
、私
の

心
の
中
に
葛
藤
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
現
地
学

生
や
教
授
か
ら
も
稚
魚
飼
育
、
餌
培
養
等
は

私
専
用
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
と
認
識
さ

Q 

メ
イ
ン
の
活
動
は
？

　

実
業
団
に
所
属
す
る
こ
と
を
目
標
に
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
を
し
て
い
る
ア
マ
チ
ュ
ア
自
転
車

競
技
チ
ー
ム
の
監
督
が
、
私
の
メ
イ
ン
の
活

動
で
し
た
。
マ
ラ
ソ
ン
の
世
界
的
強
豪
国
と

し
て
も
知
ら
れ
る
エ
チ
オ
ピ
ア
で
は
、
政
府

が
国
を
挙
げ
て
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
育
成
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、マ
イ
ナ
ー
ス
ポ

ー
ツ
で
あ
る
自
転
車
競
技
に
関
し
て
は
情
報

が
少
な
く
、
効
率
的
な
練
習
方
法
を
知
ら
な

い
監
督
が
多
い
よ
う
で
し
た
。
そ
こ
で
私
の

自
転
車
競
技
経
験
と
ト
レ
ー
ナ
ー
と
し
て
培

っ
た
ス
キ
ル
を
生
か
し
、
実
践
的
で
理
論
的

な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
計
画
を
作
成
し
、
提
供
し

ま
し
た
。
約
20
人
の
青
年
男
子
チ
ー
ム
や
約

７
人
の
女
子
チ
ー
ム
な
ど
、
監
督
す
る
チ
ー

ム
が
頻
繁
に
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
た
び
に
全
選
手
と
同
僚
を
集
め
て
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
催
し
、練
習
場
所
、集

合
時
間
な
ど
か
ら
決
め
て
い
き
ま
し
た
。
選

手
や
同
僚
と
信
頼
関
係
を
築
く
た
め
に
、
コ

ー
ヒ
ー
を
た
だ
一
緒
に
飲
み
に
行
く
こ
と
な

ど
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

Q 

活
動
の
最
大
の
困
難
は
？

　

１
つ
目
は
必
要
機
材
が
十
分
に
揃
っ
て
い

な
い
こ
と
で
す
。
経
済
的
な
事
情
で
必
要
最

低
限
の
機
材
が
足
り
な
い
上
に
、
事
故
に
つ

な
が
る
リ
ス
ク
（
整
備
不
良
の
状
態
、
ブ
レ

ー
キ
が
あ
ま
り
効
か
な
い
、ヘ
ル
メ
ッ
ト
が
な

い
、
タ
イ
ヤ
の
摩
耗
な
ど
）
に
つ
い
て
の
十
分

な
認
識
が
な
い
ま
ま
過
酷
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
し
て
い
る
選
手
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。

現地漁業者の協力のもと、同僚と稚魚の餌になるプランクトンを採取する佐々木さん。配属先の大学はコロ
ンビアで唯一水産学科のある大学であり、養殖技術開発の研究に積極的に取り組んでいる

青年男子チームに指導する渡邉さん。担当する選手たちは英語ではなく現地語のティグライ語を話すため、
活動当初はコミュニケーションの問題があった。渡邉さんは現地語を勉強し、この問題を解決した

※人数は、2020年8月31日現在。 ※人数は、2020年8月31日現在。

※ 日本競輪選手会静岡支部と静岡県島田市にある自転車屋なるおかサイクルからは多数の寄付をいただきました。

希少職 種図鑑派遣人数は少ないものの
いぶし銀の活躍をする

職種の事例をピックアップ

養殖
#C402

自転車競技
#G136

さん
（コロンビア・2017年度1次隊）

 さん
（エチオピア・2017年度2次隊）

■  活動概要
コロンビアのマグダレナ県サンタマルタ市にある大
学に配属され、海産魚類養殖技術開発を目指し、主
に以下の活動を行った。
●稚魚の餌づくり （プランクトン培養）
●湖で採取したプランクトンの観察や培養
●現地学生や教授と共に培養した餌を用いた魚の

試験飼育　など

■  活動概要
エチオピアの政府管轄スポーツオフィスにて、
主に下記の活動を行った。
●若手選手に対するロードレース、タイムトライ
アルの実践的な指導
●同僚トレーナーに対する知識の共有、育成支援
●関係者に対する障害予防や応急処置に係る
セミナーの開催

■  PROFILE
1991年生まれ、神奈川県出身。2017年 3月、
鹿児島大学大学院水産学研究科を修了し、同
年 6月に青年海外協力隊員としてコロンビアに
赴任。19年6月、帰国。同年10月からインテム
コンサルティング株式会社に入社。開発コンサ
ルタントとして水産に関する国際開発や、国内
補助金事業等に携わっている。

■  PROFILE
1993年生まれ、静岡県出身。中学２年生で自転車競技を始め、全国大会な
どに複数回出場。静岡産業大学経営学部スポーツ経営学科を卒業後、スポ
ーツトレーナーとして活動を開始。2017年10月、青年海外協力隊員としてエチ
オピアに赴任。貧困を目の当たりにして国際協力の道を志し、現在は外務省
の草の根・人間の安全保障無償資金協力外部委嘱員として在外公館との
委嘱契約締結後、日本でテレワーク中。パーソナルトレーナーの認定資格 

（全米NSCA認定ストレングス＆コンディショニングスペシャリスト）を持つ。

話話
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派  遣  中 ▶ 1人

累　　計 ▶ 27人

分　　類 ▶ 農林水産

活  動  例 ▶ 水産局や養殖センターにおける

養殖技術の向上支援　など

類似職種 ▶ 水産開発

派  遣  中 ▶ 0人

累　　計 ▶ 3人

分　　類 ▶ 人的資源

活  動  例 ▶ 競技選手への直接指導や指導

者への講習会の開催　など

類似職種 ▶ ー
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活動や生活に役立つちょっとしたテクニックを
お持ちの方は、『クロスロード』編集室まで。 

投 稿 募 集 ! JICA海外協力隊的プチテクガイド
簡単＆便利！  活動・生活のパワーアップに役立つ 

第110回

  

　前号でご紹介した 「石けんの
つくり方」でつくった石けんを、
現地で販売した方法についてご
紹介します。
石けんの包装
　ガーナで手に入れやすかった透明なビニール袋 （B6サイズ）
とセロハンテープを使用し、石けんを包装しました。私の任地
や私が行ったことのある地方のマーケットには、丁寧に包まれ
た個包装の石けんが少なかったので、販売の際の特徴にもなる
と思いました。

石けんの販売
　販売のポイントは、石けんの使い心地の良さなど、他の石け
んとの違いをいかにして感じさせることができるかです。いきな
りマーケットで販売しても売れません。
　そこで、まずは近所のママやマーケットレディ （市場で物売り
をする女性）、小学校の手洗い用などに無料で配布し、トライア
ルしてもらいました。使ってもらったうえで、泡立ちが良かったり、
サイズが良かったりと感じてもらうようにしました。
　同時に、改善して欲しいポイント （形や香料）もヒアリングし
て、修正し、再度トライアルしてもらいました。こうした活動をし
ていると口コミで広がり、買ってくれる人やつくり方を知りたい人
など興味関心をもってくれる人が増えました。

 囲碁教室の始め方

　任期後半、セカンダリースクールのIT科の生徒たちの物事を
順序立てて考える力、論理的思考力を鍛えられないかと考え、
学校の放課後に囲碁教室を開催することにしました。囲碁には、

「ここに石を置いたら、次に相手はこんな手を指してくる」という
順序を立てて考える力が必要です。囲碁教室は、 「囲碁の歴史、
文化の紹介」「ルール紹介」「対局」の構成で開催しました。
①囲碁の歴史、文化の紹介
　囲碁の歴史や文化、囲碁の教育現場の導入事例について、ス
ライドを用い紹介しました。派遣国はドミノやチェスなどボード
ゲームを楽しむ文化があったので生徒だけでなく、先生も囲碁
に興味を持ってくれて協力的でした。
②囲碁のルール紹介
　YouTubeの動画を見てもらいました。囲碁は世界の多くの国
で遊ばれているため、さまざまな言語で入門者向けの動画がア
ップされています。例えば YouTubeで 

「how to play go」 や 「como jugar 
go」で検索すると英語やスペイン語での
ルール説明の動画が見つかります。
③対局
　対局には碁盤と碁石を使います。碁
盤は通常は19路×19路のサイズが使われますが、入門者には大
きすぎるのと決着に時間がかかりすぎるため、囲碁教室では9
路×9路の9路盤と呼ばれる碁盤で対局してもらいました。碁石
は日本で買ったものを持っていきましたが、段ボールや厚紙に白
と黒の色を塗って切り抜いてつくることができます （碁石は9路
盤だと各40個）。碁盤はコピー用紙にマス目を印刷したものを
使いました。9路盤はA4サイズに収まるので扱いやすいです。7
路盤でも手始めには十分かと思います。
　囲碁教室は実際には4、5回くらいしか実施できませんでした
が、勝った生徒が 「どう？ うまいでしょ！」とアピールしてきたり、
負けた生徒は悔しがって友達に戦
いを挑んだりと楽しみながら打っ
ていて、思考力を鍛える刺激にな
ったのではないかと思います。

 石けんのマーケティング
❸能力の見える化
技能を基準化し、図表化する。自己の学習計画、部署の教育計画
に反映させ、能力向上を図る。

❹成果の見える化
工場で時間毎の生産数量を表に記入し、計画数量を管理。異常を
早期に発見・対処して計画通りの製造を行うことができるようにする。

❺時間の見える化
計画を作成し、時間軸を表示する。計画の達成状況が明確にな
り遅延がなくなる。

ナビゲーター = さん
（ガーナ・コミュニティ開発・2017年度4次隊）

収入向上活動②

ナビゲーター = さん
（セントルシア・PCインストラクター・2016年度4次隊）

論理的思考の向上
『囲碁入門』

活動に役立つアイデア

　
知っトク情報

ナビゲーター = さん（シニア海外ボランティア／
ベトナム・品質管理・生産性向上・2016年度4次隊）

活動に役立つアイデア

　

改善の方法②

見える化

　今回は、「トヨタ生産方式 （生産ラインのムダを徹底的に排除
する生産方式）」で使われている 「見える化」を紹介します。
  「見える化」とは 「目で見える管理」です。必要な情報を必要な
場所ですぐに見えるようにし、異常や問題に早く気付き、問題を解
決し、再発防止対策ができるようにすることです。誰もが目で見て
わかるように写真やグラフ、表などを作成、必要な場所に掲示し
管理することが 「見える化」です。
　ここでは、5つの事例を紹介します。参考にして皆さんの職場や
今後の活動などに導入し、活用してみてください。
❶場所の見える化
収納場所に収納物の影を書くことで
決められた場所に返却しやすくし、
物を探す無駄な時間をなくす。

❷状態の見える化
あるべき状態の写真を掲示し、日々の現状と比較し管理すること
により、良好な状態を維持し、仕事の作業性を向上させる。

氏名 外観検査 電気検査 成分検査 〇〇検査

A さん

B さん

C さん

時刻 実生産量 管理範囲 計画との差異
対処方法

個 / 時間 355 〜 365 個 / 時間 個 / 時間

8:00 360 〇 0
9:00 362 〇 ＋ 2 　　
10:00 356 〇 − 4

11:00 345 × − 15 ベルトコンベアの
速度を上げる

12:00 365 〇 ＋ 5
13:00
14:00

※派遣名称は派遣当時のものです。

①まず、切り出した石けんをビニール袋に
丁寧に入れて、ビニールの余分な部分は
ハサミでカットします。
②その次に、石けんがビニール袋でピッタ
リと包まれるように、セロハンテープで留
めていきます。この時に、空気が入ったり、
袋が余ったりしたりしないようにテープで
留めるときれいに見えます。

③最後に、石けんの名前を印刷したステ
ッカーを貼ったら完成です。ステッカーも
適切なサイズで販売していませんので、大
きな用紙に印刷し、カッターと定規で1枚
ずつ、丁寧に切り出してつくりました。石
けんの名前はコミュニティメンバーと相談
して、「Natural Gifts」としました。

3 1
2

項目 担当者 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月

整

理

不用品の選定 山田
計画
結果 済

不用品の廃棄 鈴木
計画
結果 済

清
掃

清掃道具の準備 武藤
計画
結果 済

清掃活動 田中
計画
結果 実行中

整

頓

場所・設備選定 山本
計画
結果 済

整頓の実行 高橋
計画
結果 　 実行中（80%）

点検日

点検項目
1 2 3 4 5 6 29 30 31

ゴミが落ちて
いない

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

製品が整頓
されている

○ △ ○ ○ ○ ○ △

パレットが
整理されている

○ ○ × ○ ○ ○ ○

気づき 　

定
位
置
に
置
か
れ
て
い
な
い 

机の引き出しと同じ大きさの段ボ
ールを用意し、収納物の外形を切
り抜いて、収納物を各位置に収納
しました。工場では工具板に各工
具の影を書いて位置を示すと工具
が返却しやすくなります。

現地の水利管理会社
では、「事務管理技
能」を見える化しま
した。

現地の魚加工
工場では、3S
の導入時にこ
の計画表を使
ったので期限
までに遅延な
く導入できまし
た。

私は活動中、ベトナムで工業用プラスチック袋を製造している会
社へ改善指導を行っていたので、製造工場で上記のような整頓状
況チェック表を取り入れ、作業性を向上することができました。

＜出荷製品保管エリアの整頓状況チェック／ 8月＞

＜スキルマップ 2020年 QC検査工程＞

＜生産量管理表　製造日：2020年8月16日＞
計画数量：360 個／時間

（5 月 15 日時点）＜ 2020年／ 3S（整理・清掃・整頓）導入計画＞

管理責任者：武藤

文具の整理整頓（武藤さんの引き出し）

▲9路盤と呼ばれる碁盤

対局する生徒たち。覚えたてでも2、3回
対局すると形になってきます

1
路

9
路

出荷製品保管エリア／良好状態

1 2
43

1 2
43

1 2
43

1 2
43

1 2
43

1 2
43

1 2
43

1 2
43

1 2
43

1 2
43

1 2
43

1 2
43

レベル１ 監督者の下で指導が必要

レベル2 指導または手順書が必要

レベル3 自分ひとりでできる

レベル4 他人を教えることができる

現地のプラス
チック部品工
場では、この
管理表を導入
したので安定
した製造工
程になりまし
た。

むとう



　宮さんのプロフィール

20142016

新
潟
県
出
身
。

3
月
、
鳥
取
環
境
大
学
環
境
情
報

学
部
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
卒

業
。

7
月
、青
年
海
外
協
力
隊
に
参
加
。

エ
ク
ア
ド
ル
の
グ
ア
モ
テ
地
域
に

あ
る
市
役
所
に
配
属
さ
れ
、
廃
棄

物
処
理
の
問
題
解
決
と
、
市
民
や

小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
に
対
し

環
境
教
育
を
行
う
。

7
月
、帰
国
。

総
合
水
事
業
会
社
「
水
i
n
g
株

式
会
社
」
に
入
社
。
水
処
理
施
設

の
維
持
管
理
業
務
に
携
わ
る
。

1992

　

水
・
大
気
・
廃
棄
物
…
…
環
境
問
題
の
ど
の
分
野

を
専
門
に
し
よ
う
か
迷
っ
て
い
た
大
学
時
代
の
宮
さ

ん
は
、
環
境
問
題
の
現
場
を
見
る
た
め
に
協
力
隊
に

参
加
し
た
。
現
地
で
水
が
直
接
飲
め
な
い
辛
さ
を
味

わ
っ
た
こ
と
で
、帰
国
後
は
水
処
理
分
野
に
進
み
、現

在
は
水
処
理
施
設
で
技
術
者
と
し
て
働
い
て
い
る
。

現
場
で
教
え
ら
れ
た
自
身
の
進
路

　

新
潟
県
小お

千ぢ

谷や

市し

。
山
に
囲
ま
れ
た
自
然
が
溢
れ

る
街
で
宮
さ
ん
は
育
っ
た
。
キ
ャ
ン
プ
や
山
遊
び
が

好
き
だ
っ
た
少
年
は
、
木
が
伐
採
さ
れ
た
り
、
海
に

重
油
が
流
れ
た
り
す
る
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
、
環
境
問

題
に
関
心
を
持
ち
、
そ
れ
ら
を
学
ぶ
た
め
大
学
に
進

学
。
大
学
卒
業
後
は
、
環
境
問
題
に
か
か
わ
る
仕
事

に
就
き
た
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
環
境
問
題
に
は
酸

性
雨
や
熱
帯
雨
林
減
少
、
海
洋
汚
染
な
ど
の
分
野
が

あ
る
。
ど
の
分
野
に
取
り
組
ん
で
も
問
題
解
決
に
つ

な
が
る
一
方
、
自
分
の
専
門
を
何
に
し
た
ら
よ
い
の

か
悩
ん
だ
。「
現
場
を
見
て
、
今
後
の
進
路
を
考
え

よ
う
」。
以
前
大
学
に
協
力
隊
O
B
が
出
前
講
座
に

来
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
環
境
教
育
の
活
動
が
あ

る
こ
と
は
知
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
協
力
隊
へ
の
参

加
を
決
め
、
受
験
。
環
境
教
育
隊
員
と
し
て
エ
ク
ア

ド
ル
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

来
世
界
が
抱
え
る
水
分
野
の
環
境
問
題
を
解
決
す

る
糸
口
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
…
…
帰
国
後
、
自
分

が
や
る
べ
き
こ
と
が
見
え
て
き
た
気
が
し
た
。

水
分
野
か
ら
環
境
問
題
に
取
り
組
む

　「『
環
境
』『
水
』
と
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
て
ヒ
ッ
ト
し

た
企
業
の
ひ
と
つ
が
現
在
勤
め
る
会
社
で
し
た
。
水

処
理
の
技
術
者
に
な
れ
る
と
思
い
、応
募
し
ま
し
た
」

　

2
0
1
6
年
の
7
月
に
帰
国
し
、
11
月
に
総
合
水

事
業
会
社
の
水ス

イ

ン

グ

i
n
g 

株
式
会
社
に
入
社
。
同
社

は
、
国
内
外
の
水
処
理
施
設
の
設
計
・
施
工
・
運
転

管
理
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
海
外
で
も
様
々
な
地
域

の
水
に
関
す
る
課
題
を
解
決
す
る
水
処
理
施
設
を

建
設
に
関
し
多
く
の
実
績
が
あ
る
。

　

宮
さ
ん
の
仕
事
は
、
国
内
に
あ
る
浄
水
場
や
下
水

処
理
場
な
ど
の
施
設
の
運
転
管
理
。
水
処
理
の
施
設

は
24
時
間
稼
働
さ
せ
る
た
め
、
勤
務
は
日
勤
と
夜
勤

の
交
替
制
だ
。業
務
内
容
は
、浄
水
場
で
あ
れ
ば
、河

川
な
ど
の
水
源
か
ら
取
水
し
、
水
の
量
と
状
態
に
合

わ
せ
て
薬
品
を
混
ぜ
、
処
理
を
し
て
き
れ
い
な
水
に

　

活
動
地
域
は
標
高
3
0
0
0
メ
ー
ト
ル
の
場
所

に
あ
る
エ
ク
ア
ド
ル
の
街
、グ
ア
モ
テ
。
同
地
は
、廃

棄
物
処
理
に
問
題
が
あ
り
、
そ
の
改
善
が
必
要
と
さ

れ
て
い
た
。
廃
棄
物
処
理
場
に
は
ゴ
ミ
が
溢
れ
、
野

犬
や
ハ
エ
が
発
生
し
、
公
衆
衛
生
の
問
題
が
あ
っ

た
。
廃
棄
物
の
８
割
は
生
ゴ
ミ
と
知
っ
た
宮
さ
ん
は

「
高
倉
式
コ
ン
ポ
ス
ト
」
の
普
及
に
よ
る
生
ゴ
ミ
の

削
減
と
、
環
境
教
育
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ

た
。
他
地
域
の
環
境
教
育
隊
員
と
の
連
携
も
あ
り
、

ど
ち
ら
の
活
動
も
2
年
間
で
あ
る
程
度
ま
で
形
に

す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。
そ
し
て
活
動
を
通
し

て
宮
さ
ん
は
技
術
の
重
要
性
を
学
ん
だ
。

 

「
実
務
経
験
の
な
い
私
が
現
地
で
で
き
る
こ
と
は
少

な
い
。
現
地
の
た
め
に
何
か
で
き
た
の
は
高
倉
式
コ

ン
ポ
ス
ト
の
技
術
を
日
本
か
ら
持
っ
て
い
っ
た
か
ら

で
し
た
。
技
術
移
転
で
状
況
の
改
善
が
で
き
る
と
実

感
で
き
た
の
で
、
帰
国
後
は
、
技
術
を
身
に
つ
け
ら

れ
る
仕
事
に
就
こ
う
と
決
意
し
ま
し
た
」

　

仕
事
選
び
の
も
う
ひ
と
つ
の
き
っ
か
け
と
な
っ

た
の
が
水
だ
。
現
地
の
水
道
水
は
寄
生
虫
が
混
入
し

て
い
る
の
で
、
必
ず
煮
沸
し
て
飲
む
。
現
地
の
人
に

「
日
本
で
は
蛇
口
か
ら
出
る
水
は
そ
の
ま
ま
飲
め

る
」
と
伝
え
た
と
き
「
日
本
の
技
術
は
す
ご
い
ね
」

と
驚
か
れ
た
。
水
道
水
を
そ
の
ま
ま
飲
め
る
国
は
世

界
で
も
少
な
い
。
日
本
の
技
術
を
獲
得
す
れ
ば
、
将

水
と
環
境
を
技
術
で
支
え
る

エ
ク
ア
ド
ル
・
環
境
教
育
・
2
0
1
4
年
度
1
次
隊

さ
ん

し
た
後
、
水
道
管
に
送
る
。
施
設
で
は
ポ
ン
プ
や
送

風
機
、発
電
機
な
ど
多
く
の
機
械
、ま
た
水
の
状
態
な

ど
を
検
査
す
る
た
め
に
多
く
の
計
器
を
使
い
、
水
や

施
設
の
状
態
に
、異
常
が
な
い
か
を
確
認
し
て
い
る
。

　

仕
事
を
始
め
て
4
年
。
日
々
の
業
務
に
加
え
、
水

質
、機
械
、電
気
に
関
す
る
資
格
も
取
得
し
、技
術
者

と
し
て
着
実
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
る
宮
さ

ん
。
自
身
も
日
常
生
活
で
使
用
す
る
水
と
い
う
イ
ン

フ
ラ
を
守
れ
て
い
る
こ
と
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い

る
と
い
う
。
運
転
管
理
の
仕
事
は
、
施
設
と
会
社
と

の
契
約
で
決
ま
る
た
め
、
契
約
に
よ
っ
て
勤
務
す
る

施
設
が
変
わ
る
。
現
在
、
宮
さ
ん
は
国
内
の
浄
水
場

に
勤
務
し
て
い
る
が
、こ
れ
が
4
つ
目
の
施
設
だ
。

 「
人
も
、施
設
の
特
性
も
、水
質
も
場
所
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
環
境
で
働
く
こ
と
に
無

理
な
く
適
応
で
き
る
の
は
、
協
力
隊
の
経
験
が
あ
っ

た
か
ら
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
」

　

エ
ク
ア
ド
ル
で
は
高
地
に
い
た
影
響
で
、
消
化
不

良
に
な
り
、
満
足
な
睡
眠
が
と
れ
ず
、
10
キ
ロ
痩
せ

た
と
い
う
。
現
地
の
人
か
ら
食
材
の
調
理
方
法
や
高

山
病
の
対
応
法
を
聞
き
、生
活
に
取
り
入
れ
た
。「
半

分
く
ら
い
は
効
果
が
な
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
」
と
笑

っ
て
話
す
が
、
現
地
の
人
が
や
っ
て
い
る
こ
と
を
素

直
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
適
応
し
、
乗
り
越
え
ら

れ
る
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
体
感
で
き
た
。

 

「
施
設
で
も
着
任
し
た
て
の
期
間
は
、
人
の
方
法
を

学
び
、覚
え
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
」

　

い
ず
れ
は
水
処
理
に
関
連
す
る
改
善
の
提
案
も

し
た
い
き
た
い
と
宮
さ
ん
は
話
す
。
例
え
ば
、
浄
水

に
使
用
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
を
減
ら
せ
る
ポ
ン
プ
稼

働
の
方
法
が
提
案
で
き
れ
ば
、
そ
れ
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

問
題
の
解
決
に
も
つ
な
が
る
か
ら
だ
。

 

「
水
処
理
分
野
の
一
流
の
技
術
者
に
な
っ
て
、
環
境

問
題
の
解
決
に
貢
献
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

＊高倉式コンポスト…J-POWERグループ株式会社ジェイペックの高倉弘二氏が開発したコンポスト化手法のひとつで、
　特定の発酵菌ではなく、現地で入手できる発酵菌を利用し、有機ゴミを分解する。 24ク ロ ス ロ ー ド  2 0 2 0 . 1 025 ク ロ ス ロ ー ド  2 0 2 0 . 1 0

環境問題のどの分野で仕事をするのか
を悩み、現場での経験が必要だと考え
る。そこで、現場で活動できる協力隊に
参加を決めた。

隊員として生活する中で、現地の水
が直接飲めないことを非常に辛く感じ
た。いつか現地の水問題を解決した
いと、水関連の企業に入社。

大学生

水処理施設の運転管理者

人生を変えた2年間

Vol.181

JICA Volunteers'

河川の水質をチェックする現在の宮さん。水の量や濁りなどを確認し、水処理を行う際の薬品の量や、水処理をす
る水量などを決める目安のひとつにする。たとえば、台風が来ると水が濁り、使う薬品の量が変わる

エクアドルで協力隊員として活動する宮さん。
現地の人に対して高倉式コンポストの普及活動を行った

水ing（スイング）株式会社 beforeafter JICA Volunteer

設　　 立：1912年
本 社 住 所：東京都港区港南1-7-18 
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［座談会参加者］

と
い
う
方
も
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、「
出
張
型
」
の
運

動
指
導
も
取
り
入
れ
ま
し
た
。
す
る
と
予
想
以
上
に
多

く
の
依
頼
を
い
た
だ
き
、
同
様
の
ニ
ー
ズ
は
日
本
で
も

あ
る
は
ず
だ
と
考
え
、
現
在
運
営
す
る
ジ
ム
の
ア
イ
デ

ア
を
思
い
つ
い
た
の
で
し
た
。
お
2
人
も
帰
国
前
に
進

路
の
見
通
し
を
つ
け
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

教
員
に
な
る
こ
と
は
派
遣
前
か
ら
決
め
て
お

り
、
協
力
隊
に
参
加
し
た
の
も
、
社
会
科
の
教

員
、
あ
る
い
は
ラ
グ
ビ
ー
部
の
顧
問
と
し
て
働
く
う
え

で
有
益
な
経
験
に
な
る
と
考
え
た
か
ら
で
す
。
帰
国
が

教
員
採
用
試
験
の
終
わ
る
時
期
だ
っ
た
の
で
、
受
験
は

翌
年
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
年
は
日
本

で
ラ
グ
ビ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
開
か
れ
た
年
で
あ

り
、
競
技
連
盟
で
関
連
事
業
を
担
当
す
る
1
年
契
約
の

ポ
ス
ト
に
誘
っ
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
働
き
な
が
ら
教

員
採
用
試
験
の
準
備
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

協
力
隊
の
任
期
を
終
え
た
後
、
い
ず
れ
ア
フ
リ

カ
で
本
格
的
に
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
普
及
に
取

り
組
み
た
い
と
い
う
漠
然
と
し
た
希
望
は
あ
っ
た
の
で

す
が
、
具
体
的
な
計
画
は
何
も
な
い
状
態
で
帰
国
し
ま

し
た
。
通
訳
の
仕
事
に
就
い
た
の
は
、
私
が
現
在
勤
め

て
い
る
チ
ー
ム
で
か
つ
て
通
訳
を
さ
れ
て
い
た
知
り
合

い
の
方
に
誘
わ
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
強
豪
チ
ー

ム
な
の
で
、
た
い
し
た
英
語
力
も
な
い
私
で
は
迷
惑
を

か
け
て
し
ま
う
と
思
い
、
い
っ
た
ん
は
お
断
り
し
た
の

で
す
が
、
チ
ー
ム
の
方
か
ら
「
英
語
は
あ
る
程
度
で
き

れ
ば
良
い
。ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
理
解
し
て
い
る
こ
と
や
、

空
気
が
読
め
る
こ
と
が
重
要
だ
」
と
強
く
勧
め
ら
れ
、

お
引
き
受
け
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
学
べ
る

こ
と
は
、
ア
フ
リ
カ
で
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
普
及
に
取
り

組
む
際
も
役
立
つ
は
ず
と
の
考
え
も
あ
り
ま
し
た
。

「
ス
ポ
ー
ツ
」
の
見
方
の
変
化

私
は
派
遣
国
の
陸
上
競
技
選
手
た
ち
を
見
て
、

日
本
の
選
手
た
ち
と
の
一
番
の
違
い
だ
と
感

【派遣前】
フィットネスジムのトレー
ナー
【協力隊】
▶︎退職参加
▶︎・陸上競技
・中南米
・2015 年度派遣
▶︎陸上競技の指導・普及
や運動教室の運営な
どに従事。

【現在】
パーソナルトレーニングの
ジムを運営

【派遣前】
学生
【協力隊】
▶︎新卒参加
▶︎・ラグビー
・アジア
・2016 年度派遣
▶︎中等学校でのラグビー
指導などに従事。

【現在】
高校の社会科教員

【派遣前】
ソフトボール選手
【協力隊】
▶︎退職参加
▶︎・ソフトボール
・アフリカ
・2016 年度派遣
▶︎ソフトボールの普及や
ナショナルチームの指
導などに従事。

【現在】
日本女子ソフトボール
リーグのチームの通訳者

Aさん（男性） Bさん（男性） Cさん（女性）

AA

26ク ロ ス ロ ー ド  2 0 2 0 . 1 027 ク ロ ス ロ ー ド  2 0 2 0 . 1 0

B

私
は
小
学
生
の
と
き
に
陸
上
競
技
を
始
め
、
主

に
ハ
ー
ド
ル
走
や
短
距
離
走
の
選
手
と
し
て

競
技
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
大
学
を
卒
業
し
た
後
、
米

国
の
機
関
が
認
定
す
る
ア
ス
リ
ー
ト
対
象
の
ト
レ
ー
ナ

ー
の
資
格
を
取
得
し
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
で
ト
レ
ー

ナ
ー
と
し
て
働
い
て
か
ら
協
力
隊
に
参
加
し
ま
し
た
。

協
力
隊
で
は
、
主
に
陸
上
競
技
の
指
導
や
普
及
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
帰
国
後
は
、
出
張
型
で
パ
ー
ソ
ナ
ル
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
や
陸
上
競
技
指
導
を
行
う
ジ
ム
を
日
本
で

立
ち
上
げ
、
運
営
し
て
い
ま
す
。
私
自
身
も
陸
上
競
技

は
続
け
て
い
ま
す
。

私
も
小
学
生
の
と
き
に
ラ
グ
ビ
ー
を
始
め
、
大

学
ま
で
競
技
を
続
け
た
後
、
新
卒
で
協
力
隊
に

参
加
し
ま
し
た
。
協
力
隊
時
代
は
主
に
学
校
を
巡
回
し

て
ラ
グ
ビ
ー
の
指
導
を
す
る
活
動
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
帰
国
後
は
、
ラ
グ
ビ
ー
の
競
技
連
盟
の
国
際
協
力

部
門
で
1
年
間
働
い
た
後
、
今
年
度
か
ら
私
立
高
校
の

社
会
科
教
員
と
な
り
、
そ
こ
で
ラ
グ
ビ
ー
部
の
顧
問
も

務
め
て
い
ま
す
。

私
は
中
学
生
の
と
き
に
部
活
で
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
を
始
め
、
大
学
を
卒
業
し
た
後
も
通
算
で
9

年
ほ
ど
日
本
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
の
チ
ー
ム
の

選
手
と
し
て
競
技
を
続
け
た
後
、
協
力
隊
に
参
加
し
ま

し
た
。
協
力
隊
で
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
普
及
や
ナ
シ

ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の
指
導
な
ど
に
携
わ
り
ま
し
た
。
現
在

は
、
外
国
人
選
手
が
い
る
日
本
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ

ー
グ
の
チ
ー
ム
で
英
語
の
通
訳
者
を
務
め
て
い
ま
す
。

帰
国
後
の
進
路
開
拓

私
が
ジ
ム
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
決
め
た
の
は

帰
国
前
で
し
た
。
任
期
中
、
陸
上
競
技
に
関
す

る
活
動
の
か
た
わ
ら
で
、
ト
レ
ー
ナ
ー
の
資
格
を
生
か

し
て
肥
満
対
策
の
運
動
教
室
も
運
営
し
た
の
で
す
が
、

「
肥
満
で
悩
ん
で
い
る
け
れ
ど
も
、教
室
に
通
っ
て
フ
ィ

ッ
ト
ネ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
続
け
る
の
は
し
ん
ど
い
」

み
つ
つ
、
競
技
力
の
伸
び
も
目
指
す
。
競
技
力
が
伸
び

る
と
、
さ
ら
に
上
を
目
指
し
て
練
習
の
方
法
を
自
発
的

に
改
善
す
る
よ
う
に
な
り
、
練
習
の
楽
し
み
も
増
し
ま

す
。
ス
ポ
ー
ツ
の
本
質
は
そ
う
い
う
点
に
あ
る
の
だ
ろ

う
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
現
在
は
ラ
グ
ビ

ー
部
の
顧
問
と
し
て
、「
今
日
も
練
習
か
。
嫌
だ
な
」
と

思
う
部
員
が
出
な
い
よ
う
、
メ
ニ
ュ
ー
の
工
夫
な
ど
を

心
が
け
て
い
ま
す
。
派
遣
国
で
ラ
グ
ビ
ー
を
教
え
た
子

ど
も
た
ち
は
、
つ
ま
ら
な
い
練
習
を
す
る
と
す
ぐ
に
来

な
く
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
常
に
楽
し
め
る
練
習
メ
ニ

ュ
ー
を
考
え
る
よ
う
に
し
て
い
た
の
で
、
そ
こ
で
貯
め

た
引
き
出
し
が
今
の
財
産
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
我
慢
」
と
い
う
点
に
つ

い
て
は
、
私
は
通
訳
者
と
し
て
の
仕
事
の
な
か

で
、
日
本
人
選
手
と
外
国
人
選
手
の
間
の
意
識
の
ギ
ャ

ッ
プ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
チ
ー
ム
ご
と
に
、

「
み
っ
と
も
な
い
の
で
、疲
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
練
習
後

に
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
寝
そ
べ
ら
な
い
」
な
ど
、
禁
止
事
項

が
あ
れ
こ
れ
と
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
外
国
人
選
手
の
な

か
に
は
、
我
慢
ば
か
り
だ
と
ス
ト
レ
ス
で
嫌
に
な
る
人

も
い
る
の
で
す
が
、
日
本
人
選
手
か
ら
す
れ
ば
、
子
ど

も
の
こ
ろ
か
ら
守
っ
て
き
て
当
た
り
前
と
な
っ
て
い
る

よ
う
な
ル
ー
ル
ば
か
り
で
あ
り
、
そ
れ
に
違
反
す
る
こ

と
を
良
く
は
思
わ
な
い
。
私
は
両
者
の
間
に
立
ち
、
そ

れ
ぞ
れ
の
考
え
を
角
が
立
た
な
い
よ
う
に
他
方
に
伝
え

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
は
ア
フ
リ
カ
の
ス
ポ
ー
ツ

選
手
を
見
て
き
た
の
で
、
外
国
人
選
手
が
「
我
慢
」
に

つ
い
て
違
和
感
を
覚
え
る
感
覚
も
わ
か
り
ま
す
し
、
協

力
隊
時
代
、
現
地
社
会
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
と
し
て
生

き
る
私
を
現
地
の
人
た
ち
は
い
つ
で
も
受
け
入
れ
、
支

え
て
く
れ
ま
し
た
。そ
う
い
う
経
験
を
し
て
い
る
の
で
、

チ
ー
ム
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
で
あ
る
外
国
人
選
手
が
ど

の
よ
う
な
気
持
ち
に
あ
り
、
日
本
人
は
ど
の
よ
う
な
支

え
を
す
べ
き
な
の
か
、
見
当
が
つ
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、

今
は
私
が
率
先
し
て
外
国
人
選
手
た
ち
の
心
に
耳
を

傾
け
、「
今
、
こ
の
選
手
は
思
う
よ
う
な
成
績
を
上
げ

じ
た
の
は
、
陸
上
競
技
を
と
て
も
楽
し
ん
で
い
る
点
で

す
。
大
会
が
あ
る
と
き
な
ど
は
、
そ
れ
に
向
け
て
わ
く

わ
く
し
な
が
ら
練
習
に
取
り
組
む
。
一
方
、
日
本
の
中

学
校
や
高
校
の
部
活
な
ど
で
は
、
き
つ
い
練
習
を
我
慢

す
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
雰
囲
気
が
あ
る

の
が
一
般
的
か
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
て
、
楽
し
み
な

が
ら
取
り
組
む
の
が
ス
ポ
ー
ツ
の
本
来
あ
る
べ
き
姿
だ

と
感
じ
た
た
め
、
協
力
隊
時
代
に
肥
満
対
策
の
運
動
指

導
を
行
っ
た
際
も
、
い
か
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
か
を
重

視
し
ま
し
た
。
例
え
ば
、
対
象
者
が
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ

う
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
好
き
な
の
か
を
、
与
え
た
課
題

に
取
り
組
む
様
子
か
ら
見
極
め
、
そ
れ
を
中
心
と
す
る

個
別
の
メ
ニ
ュ
ー
を
つ
く
る
。
す
る
と
、
任
期
中
に
約

1
0
0
人
が
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
継
続
し
、
平
均
で
2
キ

ロ
グ
ラ
ム
近
く
の
体
重
減
が
叶
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た

経
験
が
あ
る
の
で
、
現
在
の
仕
事
で
も
同
じ
よ
う
に
、

「
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
」
や
「
ウ
エ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

な
ど
、
お
客
様
の
好
み
が
ど
の
よ
う
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

方
法
に
あ
る
の
か
を
見
極
め
た
う
え
で
、
好
み
の
方
法

を
中
心
と
す
る
個
別
の
メ
ニ
ュ
ー
を
つ
く
り
、
指
導
し

て
い
ま
す
。
こ
の
や
り
方
は
実
際
に
有
効
な
よ
う
で
、

ほ
と
ん
ど
の
方
が
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
っ
か
り
継
続
さ

れ
る
。
そ
の
た
め
、
現
在
は
新
規
の
入
会
が
2
カ
月
待

ち
と
い
う
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

私
も
協
力
隊
時
代
に
A
さ
ん
が
お
話
し
さ
れ

た
の
と
同
じ
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
私
は
中
学

時
代
、
学
校
に
ラ
グ
ビ
ー
部
が
な
か
っ
た
の
で
、
地
域

の
ク
ラ
ブ
で
ラ
グ
ビ
ー
を
し
、
学
校
で
は
陸
上
競
技
部

に
入
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
や
は
り
、
き
つ
い
練

習
を
我
慢
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
い
う
考
え
が
顧
問
の

先
生
に
あ
り
、
楽
し
み
は
少
な
か
っ
た
で
す
。
そ
れ
で

も
、
部
活
に
入
ら
な
い
の
は
良
く
な
い
と
い
う
意
識
か

ら
、辞
め
る
と
い
う
選
択
も
頭
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
方
、
派
遣
国
の
子
ど
も
た
ち
は
、
娯
楽
が
少
な
い
と

い
う
の
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん

で
や
っ
て
い
ま
し
た
。
楽
し
み
な
が
ら
練
習
に
取
り
組

る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
か
ら
、
日
本
人
選
手
か
ら
の

批
判
を
そ
の
ま
ま
伝
え
た
ら
沈
ん
で
し
ま
う
だ
ろ
う
」

と
い
っ
た
配
慮
を
す
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

今
後
の
プ
ラ
ン

コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
か
ら
初
め
て
S
N
S
で

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
方
法
を
紹
介
す
る
動
画
を

公
開
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
に
よ
り
、

海
外
の
ト
レ
ー
ナ
ー
や
ス
ポ
ー
ツ
選
手
と
の
つ
な
が
り

も
で
き
、
S
N
S
の
力
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

今
後
は
、
海
外
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
方
々
に
オ

ン
ラ
イ
ン
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

ラ
グ
ビ
ー
で
は
こ
れ
ま
で
大
洋
州
の
国
々
か

ら
多
く
の
選
手
を
日
本
は
受
け
入
れ
て
き
た

の
で
、
お
そ
ら
く
ほ
か
の
競
技
と
比
べ
る
と
、
途
上
国

か
ら
の
ラ
グ
ビ
ー
留
学
を
受
け
入
れ
る
素
地
が
で
き
て

い
る
か
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
私
は
今

後
、
教
員
と
し
て
の
仕
事
の
か
た
わ
ら
で
、
派
遣
国
の

選
手
の
ラ
グ
ビ
ー
留
学
を
後
押
し
し
て
み
た
い
と
い
う

希
望
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
競
技
連
盟
の
仕
事
で

得
た
人
脈
も
活
用
で
き
る
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
の
通
訳
の
仕
事
は
1
年
ご
と
に
契
約
更
新

が
あ
る
の
で
す
が
、
勉
強
に
も
な
り
、
や
り
が

い
も
大
き
い
の
で
、
何
年
続
け
ら
れ
る
か
、
続
け
る
べ

き
か
は
し
ば
し
ば
考
え
ま
す
。
ま
た
、
英
語
力
を
も
っ

と
磨
き
、
次
に
つ
な
げ
た
い
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。
一

方
、
B
さ
ん
と
同
じ
く
、
ア
フ
リ
カ
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

選
手
の
来
日
を
支
援
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
も
あ
り
ま

す
。
1
人
で
も
2
人
で
も
日
本
の
レ
ベ
ル
を
体
感
し
た

り
、
日
本
の
選
手
た
ち
の
練
習
や
生
活
の
様
子
を
知
っ

た
り
す
れ
ば
、
母
国
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
界
に
と
っ
て
大

き
な
財
産
に
な
る
か
ら
で
す
。
実
際
、
私
は
実
業
団
チ

ー
ム
で
働
い
て
い
る
の
で
、
そ
の
つ
な
が
り
を
頼
っ
て

受
け
入
れ
の
チ
ャ
ン
ス
を
う
か
が
っ
て
も
い
ま
す
。

AA

B

C BC

CC B

よ
も
や
ま
話

「
日
本
社
会
へ
の
復
帰
」や「
進
路
開
拓
」、「
協
力
隊
経
験
の
生
か
し
方
」な
ど
、

協
力
隊
員
の「
帰
国
後
」に
つ
い
て
、O
B
・
O
G
に
語
り
合
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

帰
国
後

第
20
回 

ス
ポ
ー
ツ
分
野
隊
員
篇
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Pick Up OB・OG会 

特定非営利活動法人
都市計画・建築関連OVの会

Ex-Volunteers Association for Architects（EVAA）

「派遣国」や「職種」など、何かしらの共通項を持つ協力隊経験者によって構成するOB・OG
会を、シリーズでご紹介していきます。

 

「
都
市
計
画
」
や
「
建
築
」
に
関
連
す
る

専
門
性
を
持
つ
協
力
隊
経
験
者
が
中
心
メ

ン
バ
ー
と
な
る
当
会
が
発
足
し
た
の
は

1
9
9
8
年
。
こ
れ
ま
で
、
会
員
た
ち
の

専
門
性
の
高
さ
を
生
か
し
た
活
動
を
積
み

重
ね
て
き
た
。
そ
の
1
つ
は
、
世
界
遺
産

に
登
録
さ
れ
て
い
る
歴
史
的
建
造
物
の
保

存
・
修
復
に
携
わ
っ
た
協
力
隊
員
の
活
動

事
例
を
ま
と
め
た
書
の
編
集
・
発
行
だ
。

世
界
遺
産
の
社
会
性
を
高
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
活
動
で
、
モ
ロ
ッ
コ
、
ケ
ニ
ア
、

ト
ル
コ
の
3
カ
国
の
歴
史
的
建
造
物
に
関

す
る
事
例
を
紹
介
。
民
間
企
業
の
助
成
を

受
け
、2
0
0
5
年
に
発
行
さ
れ
た
。

　
09
年
に
は
、
H
I
V
の
検
査
と
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
を
行
う
施
設
（
V
C
T
施
設
）

の
改
善
方
法
に
つ
い
て
ア
イ
デ
ア
を
ま
と

め
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
書
を
編
集
。
当
会
会
員

が
協
力
隊
員
と
し
て
ケ
ニ
ア
、
ガ
ー
ナ
、

　
ネ
パ
ー
ル
に
初
め
て
協
力
隊
員
が
派
遣

さ
れ
た
の
は
1
9
7
0
年
。
こ
れ
ま
で
の

派
遣
人
数
は
延
べ
1
4
0
0
人
を
超
え
、

同
国
で
活
動
し
た
協
力
隊
員
で
構
成
す
る

当
会
も
、
会
員
数
が
約
1
2
0
0
人
に
の

ぼ
る
大
所
帯
と
な
っ
て
い
る
。

　
当
会
が
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
活

動
は
、
国
際
協
力
イ
ベ
ン
ト
で
の
ブ
ー
ス

の
出
展
や
、
ネ
パ
ー
ル
に
赴
任
す
る
協
力

隊
員
の
駐
日
ネ
パ
ー
ル
大
使
へ
の
表
敬
訪

問
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
な
ど
。
ま
た
、
在

日
ネ
パ
ー
ル
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
つ

な
が
り
も
あ
り
、
ネ
パ
ー
ル
人
留
学
生
に

よ
る
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の

協
力
な
ど
も
行
っ
て
き
た
。

　
ネ
パ
ー
ル
で
2
0
1
5
年
に
発
生
し
、

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
大
地
震
に
関

し
て
も
、当
会
は
そ
の
復
興
支
援
に
尽
力
。

現
地
の
状
況
や
必
要
と
さ
れ
る
支
援
の
内

マ
ラ
ウ
イ
、
セ
ネ
ガ
ル
で
V
C
T
施
設
の

改
善
に
携
わ
る
な
か
で
収
集
し
た
情
報
を

も
と
に
し
た
も
の
で
、
利
用
者
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
が
守
ら
れ
る
構
造
に
す
る
方
法
な

ど
を
実
例
と
共
に
紹
介
。
日
本
語
版
、
英

語
版
、
フ
ラ
ン
ス
語
版
、
ス
ペ
イ
ン
語
版

が
J
I
C
A
に
よ
り
発
行
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
の
ほ
か
、
派
遣
前
訓
練
中
の
協
力

隊
候
補
生
を
対
象
と
し
た
特
別
講
座
の
実

施
や
、
国
際
協
力
イ
ベ
ン
ト
で
の
ブ
ー
ス

の
出
展
な
ど
も
、
恒
例
の
活
動
と
し
て
継

続
し
て
い
る
。

 

「
当
会
は
『
建
築
』
な
ど
に
止
ま
ら
ず
、

『
感
染
症
・
エ
イ
ズ
対
策
』
や
『
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
開
発
』
な
ど
へ
と
活
動
範
囲
を

広
げ
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
ほ
か
の

O
B
・
O
G
会
と
連
携
す
る
な
ど
し
て
、

さ
ら
に
活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
」（
設
楽
代
表
）

容
、
会
員
が
N
G
O
職
員
と
し
て
携
わ
る

復
興
支
援
事
業
な
ど
を
日
本
に
伝
え
る
活

動
に
取
り
組
ん
だ
。

　
今
年
7
月
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
で

ネ
パ
ー
ル
人
を
含
む
在
日
外
国
人
に
必
要

と
さ
れ
る
支
援
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
。
在
日
ネ
パ
ー
ル
人
の
現
状
を
紹

介
す
る
在
日
ネ
パ
ー
ル
人
に
よ
る
講
演
な

ど
を
内
容
と
す
る
も
の
で
、
参
加
者
は
約

1
5
0
人
に
の
ぼ
っ
た
。

 

「
当
会
の
会
員
に
は
、
多
文
化
共
生
社
会

づ
く
り
や
ネ
パ
ー
ル
へ
の
支
援
に
関
し
、

自
分
の
置
か
れ
た
立
場
で
で
き
る
こ
と
に

取
り
組
ん
で
い
る
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
う
し
た
会
員
た
ち
の
活
動
を
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
す
る
形
で
、
当
会
と
し
て
も
両

国
を
つ
な
ぐ
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
」（
田
中
代
表
）

上：2019年の協力隊まつりで開催した、「地域づくりと建築」をテーマにしたシンポジウム
下：当会会員を含む同シンポジウムの参加者たち

協力隊ネパール会の会員（前列左端と後列左から3人目）が引率した、赴任前の協力隊員による駐日ネ
パール大使（前列中央）への表敬訪問

協力隊ネパール会

最高意思決定機関 会員総会

会員総会の頻度 毎年8～9月に開催

役員会の頻度 月に1度開催

会員・役員間の
主な連絡手段 コロナ禍以後はオンラインで定例会を実施

問い合わせ窓口
https://www.evaa-jocv.com/

情報発信の手段 https://www.evaa-jocv.com/

代 表 者
（〈株〉毛利建築設計事務所所属）

会 員 数 43人

入会資格 会の目的に賛同した個人および団体

会　　費 3000円／年

Organization

Management

Contact

正式名称 特定非営利活動法人 都市計画・建築関連OVの会
Ex-Volunteers Association for Architects

設立時期 1998年（法人格取得は2002年）

法 人 格 特定非営利活動法人

Outline
正式名称 協力隊ネパール会

設立時期 1988年9月

法 人 格 任意団体

代 表 者
（ネパール・食用作物・1992年度1次隊）

会 員 数 約1200人

入会資格 JICA海外協力隊員として
ネパールで活動した人

会　　費 3000円／数年

最高意思決定機関 会員総会

会員総会の頻度 毎年10月ごろに開催

役員会の頻度 四半期に1度開催

会員・役員間の
連絡手段 会報（年2号）、メーリングリスト

問い合わせ窓口
http://chautara-kaze.com

情報発信の手段 http://chautara-kaze.com

Outline

Organization

Management

Contact

■ 会の目的 ■ 会の目的 

JICA海外協力隊員としてネパールに派遣された者相互の親睦、およ
びネパールにかかわりがある方 と々の親睦を図り、ネパールにおける
協力隊事業の側面的援助・参加を通じ、日本・ネパール両国の親
善に寄与する。

都市計画・建築関連を専門分野とし、それらの知識と協力隊等で
の活動で蓄積した知見をもとに、❶情報収集・情報提供、❷派遣前・
派遣中・帰国後の協力隊員への技術支援、❸調査・研究、❹国際
交流・国際協力への提言、を行い、広く国際社会に役立たせるため、
草の根の市民団体として交流を広げていくことを目指す。
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※進路相談の対象は、青年海外協力隊および日系社会青年海外協力隊経験者のみとなります。
※カウンセラー／相談役により対応可能な日が異なりますので、あらかじめ電話またはメールでのご連絡をお願いします。

今月の先輩隊員： さん

職種：環境教育

隊次：2015年度3次隊

出身地：大阪府

帰国時年齢：27 歳

生まれた年：1990年

子どもの頃なりたかった職業：ダンサー

派遣国：グアテマラ

 2次試験  （面接）

面接では、「志望動機」「弊財団以外の応募先」「自身の
人からの評価」「入職したらやってみたい仕事」などを聞
かれた。自身が面接官だとしたら、どんなことを志望者に
聞いてみたいか、を予め想定をし、事前準備をしっかりし
て面接に臨んだ。

GOOD WAY!
この面接前に4社と面接する機会があり場数を踏
めたこと、また、各面接官から客観的な評価をいた
だいことで自己分析を深めることができました。

MESSAGE
就活中に対応してくれる
方は入職したら一緒に働
く職員。ですので面接で
は繕わず、自然体で臨む
のが良いと思います。

GOOD WAY!
自分自身の体験を踏まえて感じた思いを論文に素
直に記載しました。その部分に共感いただけたの
ではないかと思っています。

研修員に課題発表
の仕方の説明を
する狭間さん

 応募開始  （1次試験：書類）

応募書類は、履歴書、自己紹介書、成績証明書、卒業（見
込）証明書、健康診断書と論文。論文のテーマは「私が
途上国の人材育成支援にかかわりたい理由」。協力隊で
の経験を踏まえ、「自分たち自身で国を良くしていこうと考
え、行動することの実現のためには人 を々導く教育者を育
てる人材育成がカギを握っていること」などを記載した。

 情報収集を開始  
国際キャリア総合情報「PARTNER」、青年海外協力隊
相談役、各企業のウェブサイト、JICAの帰国隊員向け進
路開拓セミナーを利用。「人材育成」という観点で活動
している団体が、現在の就職先を含め2つしか見つからな
かったため、当初はこの2つにのみ書類を出して就職活動
を終えようと思っていた。しかし、相談する方全員に「無
謀だ」と言われ、練習も兼ねて幅広くいろいろな業界を見
たり、応募書類を書いたりするようアドバイスをいただい
た。また、関西の3人の相談役に会い、棚卸作業や書類に
ついて相談し、客観的な意見をいただいた。

帰国
3カ月後

帰国
1年4カ月後

J I C A 海外協力隊ウェブサイト「帰国隊員の進路開拓についての相談受付」　

▲

https://www.jica.go.jp/volunteer/obog/career_support/counselor/

就職先：

公益財団法人太平洋人材交流センター（財団法人）
活動概要：開発途上国の人材育成事業とその活動を通しての国際交流促進　など

 先輩隊員の

シューカツ記
先輩隊員たちが振り返る

就職活動の記録。

シューカツ
START

略 歴

■神戸女学院大学卒業後、大学院に進学。　　

■2015年12月、青年海外協力隊員としてグアテマラに赴任。小・

中学校で環境教育などにかかわる。

■2017年12月、帰国。

■2018年9月、立命館大学大学院国際関係研究科修了。

■2019年4月、公益財団法人太平洋人材交流センターに入局。

隊 員 時 代 の 活 動 を 教 えてください

グアテマラのケツァルテナンゴ県サンマテオ市で、環境教育隊員として

活動しました。学校での環境教育活動の実施や、植林などの環境保全活

動、分別回収の実施などに加え、カウンターパートを集めて、廃棄物処理

の研修も企画・実施することができました。

グアテマラでコンポス
ト見学会を実施する狭
間さん

就職！ 帰国
7カ月後

応募した数…6社
書類選考通過…6社
内定した数…2社

 内定 

自 己 分 析

仕 事 選 び の 今 昔 。 重 視 し た の は ？

協力隊参加前＝ 　協力隊参加後＝

仕 事 選 び で 一 番 大 切 に し た こ と は ？

開発途上国の人材育成にかかわれるということ。

就 活 を と お し て 一 番 苦 労 し た こ と は ？

修士論文と就職活動を同時期に実施していたことは、精神的にも脳の

キャパシティ的にも非常に大変でした。「今は修士論文に集中する時間」

「今は就職活動に集中する時間」などとそれぞれ決め、ひとつひとつに集

中し、また適度に息抜きをすることで乗り越えました。

協 力 隊 経 験 を 書 類 に どう 書 きました か？

もともと漠然と国家の発展には教育が大事という思いがありましたが、協

力隊に参加したことで強く「人材育成」分野にかかわりたいと気づくこと

ができました。ターニングポイントになった点も含め、全面的に協力隊経

験を入れ込んで、書類を作成しました。

現 在 の 就 職 先 に 決 め た 理 由 は ？

「人材育成」に直接的にかかわれるというところ。

仕 事 で 協 力 隊 経 験 が 生 か され て い るとこ ろ は？

訪日研修に参加したスペイン語圏からの研修員と、彼らの母語でコミュニ

ケーションをとることができるところです。スペイン語で話しかけると喜ん

でもらえますし、私自身もスペイン語圏から研修員が来るとわかったとき

は嬉しく感じます。

研修員の国の街の様子やローカルなビジネスのこと、取り組みの情景が

何となくですがイメージできること（事前に経済成長率など公表されてい

る数字は見ますが、派遣国と比較をしたりしてイメージするようにしていま

す）、また、訪日研修に参加している研修員の後ろにいる人たちを想像でき

ることや派遣国で身をもって学んだ多種多様な価値観、文化の違いを前

提に考えることができているというところは、協力隊経験者が持つメリット

だと思っています。

仕 事 の や り が い を 教 え て く だ さ い

研修員として来日し、研修を受けて帰国した研修員から、その後どのよう

に研修を自分の仕事の中に生かしているかを伺えたときは嬉しかったで

す。また、日本には素敵な志をもって事業をされている方が大勢いらっしゃ

います。その企業の取り組みなどを海外の行政官や経営者の方にご紹介

でき、日本企業と海外の方がつながる場を提供できる、というのは非常に

面白く、わくわくしながら日々 業務に取り組んでいます。

今 後 の 抱 負 を お 願 い し ま す

現在は、新型コロナウイルスの影響もあり、訪日研修という概念自体がま

まなりませんが、もっと柔軟にさまざまなことにチャレンジができる、そんな

機会とも捉えています。より柔軟に途上国の人材育成について私たちは

何ができるか、どんなことが求められているか、ニーズをしっかりと捉えて

そのニーズに対してしっかりと貢献していきたいと考えています。

国外

収入

安定

プライベート

国内

やりがい

挑戦

仕事

強　み
いろいろな人と抵抗なくかかわることができる。
前向な思考で人の意見を取り入れながら仕事に取り組める。

弱　み ビジネスベースで物事を考える力が弱い。

帰国
6カ月後

帰国
5カ月後

シューカツREVIEW
就職活動を始めてから、終えるまで
ぶれることなく行動できたというこ
とが結果につながったと思います。

現在の仕事は、JICAから受託している日本での研修
コース実施や、関西の大学院に留学している学生向けの
フィールドツアーのために研修で伺う訪問先の方 と々の
連絡・日程調整・研修にかかる諸書類の作成などの業
務、運営を担当しています。また、弊財団ではSDGsに
関心・興味がある方に向けた交流イベント「上本町
SDGs大学」も開催していますが、この運営メンバーとし
てもかかわっています。



ル
ー
に
柔
道
場
を
設
立
し
、
柔
道
を

普
及
す
る
。
柔
道
指
導
者
の
浦
田
さ

ん
は
、協
力
隊
の
任
期
を
満
了
し
帰
国
し
た
4

年
後
、そ
の
夢
を
持
ち
ペ
ル
ー
に
向
か
っ
た
。

 

「
柔
道
を
教
え
る
な
ら
日
本
で
も
よ
い
の
に

な
ぜ
ペ
ル
ー
な
ん
で
す
か
？
」
と
尋
ね
る
と
、

浦
田
さ
ん
は
こ
う
答
え
た
。

 

「
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
行
き
た
い
、
そ
れ

が
理
由
で
す
。
隊
員
と
し
て
ペ
ル
ー
に
行
っ

た
と
き
『
日
本
か
ら
先
生
が
来
て
く
れ
た
』

と
歓
迎
さ
れ
ま
し
た
。
開
発
途
上
国
で
の
柔

道
指
導
者
は
不
足
し
て
い
る
の
が
現
状
。
な

ら
ば
、私
が
行
こ
う
と
決
意
し
ま
し
た
」

　

浦
田
さ
ん
は
、10
歳
で
柔
道
を
始
め
、高
校

卒
業
後
、自
衛
隊
に
入
隊
。
自
衛
隊
で
柔
道
指

導
補
助
を
経
て
、
柔
道
助
教
と
し
て
正
式
に

指
導
者
と
な
る
。
そ
の
際
、指
導
の
奥
深
さ
を

知
り
、
指
導
へ
の
理
解
を
深
め
た
い
と
考
え

た
と
き
に
浮
か
ん
だ
の
が
協
力
隊
だ
。
参
加

す
れ
ば
2
年
間
、
指
導
の
こ
と
だ
け
を
考
え

ら
れ
る
。
休
職
し
、協
力
隊
に
参
加
し
た
。

　

ペ
ル
ー
で
の
活
動
で
、
日
本
柔
道
が
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
柔
道
ク
ラ
ブ
の
子

ど
も
の
成
長
と
そ
れ
を
喜
ぶ
親
の
姿
を
見

た
。
ク
ラ
ブ
の
子
は
あ
い
さ
つ
や
礼
な
ど
は

で
き
た
が
、
浦
田
さ
ん
は
整
理
整
頓
も
伝
え

た
い
と
靴
を
並
べ
る
こ
と
を
教
え
た
。
あ
る

大
会
に
参
加
し
た
と
き
の
こ
と
、
他
ク
ラ
ブ

の
子
の
靴
が
散
乱
す
る
な
か
、
浦
田
さ
ん
の

ク
ラ
ブ
の
子
の
靴
は
綺
麗
に
並
ん
で
い
た
。

そ
れ
を
見
た
親
が
「
う
ち
の
子
ど
も
は
す
ご

い
」
と
言
う
の
を
聞
き
、浦
田
さ
ん
は
「
知
ら

な
い
だ
け
で
、
知
っ
た
ら
そ
れ
が
良
い
と
思

う
の
だ
」
と
気
づ
い
た
。
ペ
ル
ー
は
貧
富
の

ナ
ー
だ
。
オ
ー
ナ
ー
は
日
本
で
働
い
た
経
験

が
あ
り
、
日
本
の
教
育
や
日
本
人
の
礼
儀
正

し
さ
を
学
校
に
取
り
入
れ
た
い
と
思
っ
て
い

た
。
浦
田
さ
ん
は
オ
ー
ナ
ー
に
協
力
隊
経
験

と
「
柔
道
を
普
及
し
、
ペ
ル
ー
社
会
の
役
に

立
ち
た
い
」
と
い
う
夢
を
伝
え
る
と
、オ
ー
ナ

ー
が
答
え
た
。「
柔
道
教
師
と
し
て
雇
お
う
。

生
徒
に
柔
道
と
礼
儀
を
教
え
て
ほ
し
い
」。

耐
え
て
芽
吹
き
の
時
期
を
待
つ

　

17
年
か
ら
学
校
で
柔
道
教
師
と
し
て
週
に

3
回
働
き
、
18
年
に
柔
道
ク
ラ
ブ
「
共
栄
館
」

を
設
立
。
学
校
と
並
行
し
、
週
6
回
、
柔
道
を

教
え
て
い
る
。
設
立
当
初
は
学
校
で
見
つ
け

た
身
体
能
力
の
高
い
子
や
、
日
本
に
興
味
の

あ
る
子
、
ま
た
貧
し
く
て
ク
ラ
ブ
へ
の
授
業

料
を
払
え
な
い
が
や
る
気
の
あ
る
子
に
声
を

か
け
、
特
待
生
と
し
て
無
料
で
柔
道
を
教
え

る
こ
と
か
ら
始
め
た
。

　

そ
の
後
、
生
徒
数
は
30
人
に
増
加
。
ま
た
、

「
文
武
一
道
」
の
考
え
か
ら
、
週
に
一
度
道
場

に
机
を
並
べ
、日
本
語
の
授
業
も
実
施
。
ペ
ル

ー
の
隊
員
に
協
力
を
仰
い
で
、
日
本
文
化
紹

介
を
す
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
だ
。
19
年
か
ら

試
合
に
参
加
し
、
20
年
に
は
ペ
ル
ー
柔
道
連

盟
に
登
録
。
国
内
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
が
出
る

大
会
へ
の
出
場
資
格
を
得
た
。
ク
ラ
ブ
に
所

属
す
る
生
徒
を
、
7
月
開
催
の
日
本
の
柔
道

大
会
に
出
場
さ
せ
る
た
め
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
を
1
月
に
立
ち
上
げ
、成
立
。
生

徒
数
の
増
加
か
ら
、
広
い
柔
道
場
も
契
約
し
、

「
飛
躍
の
年
」
に
な
る
予
定
だ
っ
た
。

　

3
月
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
の
影
響
で
、
ペ
ル
ー
は
国
家
緊
急
事
態
令

が
出
た
。
そ
の
後
試
合
は
行
わ
れ
ず
、7
月
の

来
日
も
延
期
の
う
え
開
催
未
定
。「
今
は
耐

え
る
時
間
で
す
」
と
浦
田
さ
ん
は
話
す
。
だ

が
そ
の
声
は
、
不
思
議
な
こ
と
に
落
ち
込
ん

で
は
い
な
い
。「
耐
え
る
力
」、
そ
れ
は
柔
道

の
練
習
で
身
に
つ
け
、
自
衛
隊
時
代
の
訓
練

で
強
化
し
、
異
文
化
の
中
で
生
活
す
る
協
力

隊
で
磨
き
を
か
け
た
、
と
浦
田
さ
ん
は
感
じ

て
い
る
。
そ
の
力
が
今
、試
さ
れ
て
い
る
。

 

「
柔
道
は
練
習
を
し
た
ら
必
ず
結
果
が
返
っ

て
く
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
続
け
る
こ
と
で
何
ら
か
の
結
果
が
見
え

る
こ
と
が
あ
る
。
今
は
そ
の
結
果
が
秘
め
ら

れ
て
い
る
時
期
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
」

　

そ
の
間
も
鍛
錬
を
怠
る
こ
と
は
な
い
。
結

果
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、耐
え
て
続
け
る
。

 

「
現
在
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
オ
ン
ラ
イ
ン

指
導
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
成
功
し
て
い
る

時
期
な
ら
尻
込
み
し
て
し
ま
う
挑
戦
で
も
、

今
だ
か
ら
失
敗
を
恐
れ
ず
に
で
き
ま
す
」

　

こ
の
状
況
が
落
ち
着
い
た
ら
、
飛
躍
で
き

る
自
信
は
あ
る
。
芽
吹
く
時
期
は
予
想
で
き

な
い
が
、
続
け
る
限
り
は
そ
の
可
能
性
が
あ

り
、
そ
の
日
は
必
ず
や
っ
て
く
る
こ
と
を
浦

田
さ
ん
は
経
験
か
ら
知
っ
て
い
る
。

P
R
O
F
I
L
E
●
う
ら
た
・
ふ
と
し

1
9
7
0
年
生
ま
れ
、
福
岡
県
出
身
。
私
立
大
牟
田
高

校
卒
業
後
、
航
空
自
衛
隊
勤
務
を
経
て
、
2
0
1
1
年

6
月
、
青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し
て
ペ
ル
ー
に
赴
任
。

子
ど
も
た
ち
に
柔
道
や
日
本
語
、日
本
文
化
を
教
え
る
。

13
年
に
帰
国
後
、復
職
。
17
年
に
退
職
し
、ペ
ル
ー
で
の

柔
道
指
導
を
メ
イ
ン
と
し
た
普
及
活
動
、日
本
語
教
育
、

日
本
文
化
紹
介
活
動
に
従
事
し
て
い
る
。
私
立
学
生
校

I
E
P 

G
A
K
U
S
E
I
の
柔
道
教
師
、
柔
道
ク
ラ
ブ

共
栄
館
館
長
を
務
め
る
。

差
が
大
き
く
、
マ
ナ
ー
や
モ
ラ
ル
も
全
体
的

に
高
く
は
な
い
。
そ
こ
に
柔
道
を
取
り
入
れ
、

知
る
こ
と
で
、
よ
く
な
る
未
来
が
あ
る
か
も

し
れ
な
い
。「
定
年
し
た
ら
ペ
ル
ー
で
柔
道

指
導
を
し
よ
う
」と
決
め
、帰
国
。
復
職
し
た
。

　

帰
国
時
42
歳
。
働
く
う
ち
に
不
安
を
覚
え

た
。
ス
ペ
イ
ン
語
を
徐
々
に
忘
れ
、体
力
も
落

ち
て
い
く
。
60
歳
を
超
え
て
海
外
で
柔
道
場

を
建
て
、
指
導
す
る
の
は
難
し
い
の
で
は
な

い
か

｜
｜

2
0
1
7
年
、46
歳
の
と
き
、浦
田

さ
ん
は
退
職
し
、ペ
ル
ー
に
向
か
っ
た
。

　

柔
道
場
設
立
を
計
画
当
初
は
、
旅
行
者
と

し
て
入
国
し
、
会
社
を
立
ち
上
げ
て
柔
道
場

を
運
営
、
投
資
家
ビ
ザ
で
滞
在
を
考
え
て
い

た
。
し
か
し
、計
画
を
ペ
ル
ー
在
住
の
日
本
人

に
話
し
た
と
こ
ろ
「
リ
ス
ク
が
高
す
ぎ
る
。

基
盤
を
つ
く
っ
て
か
ら
、
道
場
設
立
に
移
行

し
た
ほ
う
が
い
い
」
と
助
言
さ
れ
た
。

　

浦
田
さ
ん
は
協
力
隊
終
了
後
、
将
来
を
考

え
日
本
語
教
師
の
資
格
を
取
得
し
て
い
た
。

ペ
ル
ー
日
系
人
の
日
本
語
普
及
部
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
、
現
地
で
日
本
語
教
師
と
し
て

の
雇
用
先
を
探
し
て
も
ら
い
、
紹
介
さ
れ
た

の
が
現
在
働
く
中
高
一
貫
私
立
学
校
の
オ
ー

求められた地で
柔道の普及を
47歳で公務員の職を辞し、ペルーで柔道クラブを設立した協力隊OBの

浦田太さん。協力隊で柔道が持つ「人を成長させる力」を実感し、この力

がペルーの未来を明るくするという夢を見た。その夢にかけるため柔道

クラブ「共栄館」をペルーに設立。館長として柔道を指導している。

ペ

Ja p a n O ve r s e a s C o op e r a t i on Vo lu n t e e r s ' S P OR T S N E W S

共栄館で柔道の練習をする生徒たち。共栄館という名は、講道館柔道の創設者
嘉納治五郎師範の教えである「自他共栄」の「共栄」からお借りした

隊員時代の浦田さん。現地の柔道クラブで柔道
指導を行った

JOCV SPORTS NEWS
平和・平等・協力・健康……「スポーツが    持つ力」と自身の専門性を掛け合わせ、未来をつくりあげるJICA海外協力隊経験者たちの現在の活動・仕事を紹介します。

柔道クラブ
「共栄館 KYOEI KAN」
館長

さん
（ペルー・柔道
・2011年度1次隊）

浦田さんが語る

これが「柔道」の魅力だ！
私が最初に柔道に魅了された理由は「柔良
く剛を制す」を体感した瞬間でした！ 自分
より体の大きな、力の強い相手に技が綺麗
に決まって投げることができたときの快
感！ またその快感を味わいたくて地道な
基礎訓練を反復することも頑張れました。
そして歳を重ねるにつれて柔道の魅力は増
えていきました。知恵の輪の様な寝技の理
論を知ったとき、あいさつなど当たり前と思
ってやってきた振る舞いを社会人になって
褒められたとき、指導者になって自分自身
では感じにくかった進化、進歩を生徒を通 共栄館の生徒たちと浦田さん（後列右端）

して目の当たりに見れたときなど、柔道とい
うのはただ技術を磨くだけでなく人生を豊
かに、世の為、人の為になれるスポーツで
あることが魅力であると私は思います。
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募集中のお題

「お風呂」「食器洗い」「ゲーム」「味付け」
投稿は『クロスロード』編集室まで
（P35をご覧ください）

悔しい
現地では教員養成校のゲストハウスで教授と共に生活してきた。彼は夕飯を食べた後そのまま寝る。た
まに宿泊者が来る。彼らもまた夕飯を食べた後そのまま寝る。起床後、水浴びとともに歯を磨くだけ。起

床後と就寝前に歯を入念に磨く自分にとってはまぶしいほど、彼らの歯はなぜか真っ白なのだ。

ペンネーム：他人と比べがち さん（アフリカ・小学校教育・2018年度派遣）

今月の1枚

JICA海外協力隊の

イラスト＝牧野良幸

かわいい子には歯磨きをさせよ 
学校ですれ違いざまにポケットから「先生、
どうぞ」とお菓子をくれる子。チョコだらけ
の口で抱きついてくる子。みんなとっても可
愛くて愛おしかった。でもそんな子どもたち
の歯はボロボロなことが多く……。子どもた
ちに全力で伝えたい！　「みんな～芸能人じ
ゃなくても歯は命！　歯磨きしいや～！」

ペンネーム：地球万歳 さん
（アジア・小学校教育・2018年度派遣）

★ 　 枝の効果やいかに？
現地の人と話していると「あ、歯がない、黒
い」と気がつくことがよくあり、歯磨きって
どれくらいするんだろうと思っていた。ある
日、友達とご飯を食べた後、彼女は細い枝を
取り出して歯を磨き始めた！　任地はわり
と都会だったのでびっくりしていると、そん
な私を見て友達は近くの売店でその歯磨き
用の枝を買ってくれた。でも、使用方法がよ
くわからず、なんだか怖くて使えないままに
しておいたらカビが……ごめん、友達。

ペンネーム：イネス さん
（中東・青少年活動・2018年度派遣）

★
★

あなたのつぶやきが
イラストになるかも！？

　巨大歯ブラシ
これまでの人生、歯を大切に生きてきた私
は、慣れたものを使いたいと日本で歯ブラ
シを買って派遣国へ。水が出ない日も、順調
な歯みがきライフを送っていたのですが、任
地の歯みがき事情が気になり、歯ブラシを
買ってみることに。しかし日本の物と比べる
とブラシが巨大です。それから、任地の歯ブ
ラシは靴やお風呂の壁を磨くお掃除グッズ
として活躍したのでした。

ペンネーム：モンキーバナナ さん
（アフリカ・小学校教育・2018年度派遣）

★★★

お題 ▶︎ 歯磨き
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一般社団法人協力隊を育てる会『クロスロード』編集室
eメール

ご意見・ご感想をお聞かせください。

アイデアも大募集！
今号をお読みになり、どのようにお感じになり
ましたか。ご感想・ご意見をお寄せください。
また、今後取り上げてほしい企画や特集のテ
ーマ、ご紹介いただけるアイデアがございまし
たら、下記のメールアドレスにお送りください。

以下のようなアイデア・
投稿を募集中です

令和2年10月号［第56巻第9号 通巻661号］
発行日　令和2年10月1日

編集・発行：
独立行政法人国際協力機構青年海外協力隊事務局
〒100-0004 東京都千代田区大手町1-4-1
竹橋合同ビル

『クロスロード』ウェブ版は
以下のアドレスからアクセスできます。
https://www.jica.go.jp/
volunteer/outline/publication/
pamphlet/crossroad/index.html

●派遣国での活動・生活での “失敗” 談、お聞
かせください。

●活動や日常でちょっと役立つ、そんな技をお
伝えください。もしくはこんな技を紹介してほ
しいというご要望もお待ちしています。

●P34の下に記載されている「お題」で派遣国
での活動・生活のことをつぶやいてみませんか。

●日本でつくれる派遣国レシピをお寄せください。

※本誌に掲載されている記事等の内容は執筆者の個人的見解であり、JICA の公式見解を示すものではありません。

JICA青年海外協力隊事務局からのお知らせ
INFORMATION

　3月19日に派遣前訓練開始延期の通知を受けて以来、この日をそ
れぞれに待ち続けてくれた2020年度1次隊の候補者のうち希望者
に向けた特別派遣前訓練が、8月26日より開始し、第1次グループの
35人が全国12市町村に配置されました。　
　8月27日には各地とJICA青年海外協力隊事務局を繋ぎ、小

こ

林
ばやし

広
ひろ

幸
ゆき

青年海外協力隊事務局長の講話と候補者第1次グループ代表の決
意表明を行いました。第１次グループ全員の元気な姿と各地の雰囲
気が伝わる遠隔ならではのプログラムとなりました。
　今後は9月中旬に約10人、9月下旬に約20人が新たに配置される
予定で、３カ月間の地域実践型の訓練に従事する予定です。

　8月8日に一般の参加者
向け、9月15日にJICA関係
者向けに、原爆の理解促進
などを行う「原爆展」のオン
ラインセミナーを実施しまし
た（主催：JICA広島デスク）。
「有志の隊員が現地で実施
している原爆展についても
っと多くの人に知ってもらい
たい」という思いを、参加者に届けられたのではないかと思います。
　実際に現地で原爆展を実施してみたい隊員はJICA広島デスクま
でご連絡ください！

▲

JICA広島デスク　 

2020年度1次隊の候補者に向けた、
特別派遣前訓練の開始

「原爆展」の
オンラインセミナーを実施

　福岡県青年海外協力隊を支援する会設立40周年を記念し、9月
13日に福岡市内で記念式典、海外協力隊写真展、事業説明会が行
われました。式典では長年にわたり隊員を支援してくださった個人や
団体に感謝状が授与されました。
　事業説明会では隊員2人が体験発表を行い、市民約30人が参加、
また12日、13日の2日にわたり開催した写真展は隊員23人の活動
写真が展示され、多くの来場者で賑わいました。

福岡の協力隊支援団体が設立40周年を
記念し、式典や協力隊写真展を開催

　2020年、ペルーは青年海外協力隊派遣
40周年を迎えました。ペルーで活動する隊
員と共に関係者の皆様に感謝の気持ちを
伝える絶好の機会として、JICAペルー事務
所ではさまざまな行事を予定しておりまし
たが、新型コロナウイルス感染症拡大で困
難な状況となりました。しかし、この40年
間で530人以上の隊員がペルーの人 と々紡
いできた信頼がここで途切れることなく、両
国の平和な未来につながることを願い、ペルーでの隊員派遣の歴史
や感謝の気持ちをウェブサイトなどで発信していきます。

▲

JICAペルー 40周年記念ウェブサイト
https://www.jica.go.jp/peru/office/others/40th/index.html

ペルー協力隊派遣40周年を記念し、
隊員の記念インタビュー記事を掲載

記念ロゴはインカの石組
み。ペルーと日本の信頼
関係が強固に末永く続く
ようにという願いが込めら
れています

一般の参加者に向けたオンラインセミナー

記念式典の参加者
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今月号の表紙
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　モロッコで活動しているとき、ほぼ毎日、
昼食にタジン鍋をいただいていました。タ
ジン鍋とは、香辛料で味付けした肉や野菜
などを蒸し煮にした料理のこと。現地でお
世話になったフランス語の先生のお家で
モロッコ料理をご馳走になったり、教えても
らったりもしていました。先生に教わったタ
ジン鍋は、いわしではなく肉だったのです
が、モロッコではいわしが安く、現地でも身
近な食材。日本に帰ってから、モロッコ料理
を友人に知ってもらおうと考えてつくったの
が、「いわしのタジン」でした。タジン鍋は、
蒸している間に他の料理をつくることがで
きます。1時間あれば、夕食できあがり～♪
　モロッコ人はイスラム教徒がほとんどで、
私の周りにいた人は、信仰深く、真面目で、
優しく、愛情深い人が多く、そんなモロッコ
の人が私は好きでした。帰国した今は、モ
ロッコという国、家庭料理をたくさんの方に
紹介したいと思っています。

材料を切って蒸すだけ
モロッコの家庭料理「タジン鍋」

いわし（頭と内臓を取ったもの・中）…2尾
レモン…1/4個
 トマト（中）…1個
玉ネギ（中）…1個
ズッキーニ…1/2個
コリアンダー（細かく刻む）※…大さじ１(生
がなければ、粉末でも可)
ニンニク…1かけ
オリーブオイル…大さじ1
ショウガ（すりおろす）…1/2かけ
塩・こしょう…少々
水…1/4カップ強
クミン・ターメリック…少々
※コリアンダーはパクチー、シャンツァイとも
言われる

❶バットにいわしを並べ、塩・こしょうをする。
その上に輪切りにしたレモン、オリーブオ
イル、ショウガ、クミン、ターメリック、コリ

アンダーを入れ、30分漬け込む。
❷タジン鍋(浅めの両手鍋、フライパンでも
可)にオリーブオイル（分量外・大さじ1）
を入れて熱し、薄切りにした玉ネギ、みじ
ん切りにしたニンニクを入れて、炒める。
角切りにしたトマト、薄く輪切りにしたズッ
キーニを加え、塩・こしょうをする。
❸①のいわしとレモン、水を入れ、ふたをし
て、15〜20分煮たら、完成。

❶材料。コリアンダーが
苦手な人は、パセリ・小
ネギで代替可

❷使用したタジン鍋。出
来上がったときの鍋はと
ても熱いので要注意

さん（シニア海外ボランティア
／モロッコ・料理・2013年度4次隊）
●活動内容：観光省が所管するホテル・観
光高等技術専門学校に配属され、日本料理
の実習授業、レシピ集の作成などを行う。

今月の料理人

材料（2人分）

つくり方

※派遣名称は派遣当時のものです。

隊員's ポイント！
いわしの下味はしっ
かりとつけること！

日本でつくる現地の
「めし」は活力の源

おかわ
り!
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